
Ｆｅｂ．
₂₀₁₉
№ ₇₂₀２広 報

祝平成31年 成人式



2

　１月14日（月・祝）、大磯プリンスホテルで、成人式式典と新
成人記念のつどいを開催しました。今年は男性148名、女性152名
の計300名が大人の仲間入りをしました。
　新成人たちは、華やかな振り袖や袴、真新しいスーツを身にま
とい、どこかあどけなさを見せながらも、堂々とした姿で振る舞
い、それぞれが晴れやかに輝いていました。
　成人式という節目を迎え、気持ちを新たに、一人ひとりがそれ
ぞれの信じる道を歩み始めました。

生涯学習課　☎内線323問

大磯町
　成人式

平成 31年

新成人記念のつどい実行委員会
委員長　浜田　大雅

　自然豊かな大磯に生まれ、一緒に学び、遊び、競い合った友人たちと共に成人に
なれたことを心から嬉しく思います。
　私たちがこの日を迎えられたのは、いつも優しい愛情を注いでくれた家族や、苦
楽を共にし一緒に高めあってきた友人、そして幼い頃から私たちを見守ってくれた
先生方や地域の皆さんのお陰であることを深く感謝し、心よりお礼申し上げます。
　成人になった今、生まれてから今日までの20年間を振り返ってみると、たくさん
の困難にぶつかりました。しかし、そんな時にたくさんの人が支えてくれました。
また楽しいとき、苦しいとき、迷っているとき、いつもそばにたくさんの友人がい
てくれました。そして思いました。誰もが自分一人で人生を歩んできたわけではな
いことを。成人になった今こそ今まで支えてくれた人たちに対し、自らも支えて行
かなければなりません。私の20歳の抱負は、「自厳他寛」です。意味合いは、自分
に厳しく人に優しくです。この言葉を胸に、新成人としての自覚を持ち感謝の気持
ちを忘れず、何事にもチャレンジしていこうと思います。
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4

星槎国際高校湘南
女子サッカー部
第27回全日本高等学校
女子サッカー選手権大会
祝！優勝

創部５年目で初の全国制覇を果たされま
した。今後のますますのご活躍をお祈り
しています。

新成人に聞きました！

20歳になって思うこと、
なりたい自分。
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を
予
定
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れ

て
い
る
方
は
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次
の
と
お
り
事
前
説

明
会
等
を
行
い
ま
す
の
で
出
席
く
だ

さ
い
。

▽�

大
磯
町
・
二
宮
町
選
挙
区
議
員
定

数
　
１
人�

　
広
報
お
お
い
そ
12
月
号
と
一
緒
に

配
布
し
た
大
磯
町
金
目
川
（
花
水�

川
）
洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
を
基
に

町
民
の
皆
さ
ん
が
水
害
時
に
お
け
る

適
切
な
避
難
行
動
を
行
え
る
よ
う
に

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
　
２
月
23
日
（
土
）
10
時
～

11
時
30
分
頃

▼
と
こ
ろ
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立
大
磯
高
校
３
階
視

聴
覚
室

▼
講
師
　
平
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土
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事
務
所
河
川
砂

防
第
一
課
職
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町
危
機
管
理
課
職
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▼
持
ち
物
　
室
内
履
・
下
足
袋

※
い
ず
れ
も
参
加
費
無
料
、
申
込
み

不
要
、
講
演
は
手
話
で
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

問
危
機
管
理
課
　
☎
内
線
２
４
１

　
発
災
直
後
か
ら
速
や
か
に
避
難
所

を
開
設
す
る
た
め
に
は
、
町
民
の
皆

さ
ん
自
ら
が
避
難
所
を
自
分
た
ち
で

運
営
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
避
難
所
の
運
営
に
つ
い
て

他
市
町
村
の
取
組
み
を
知
り
、
教
訓

と
す
る
た
め
の
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▼
と
き
　
２
月
９
日
（
土
）
10
時
～

正
午
頃

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
研

修
室

▼
講
師
　
水
嶋
　
康
男
氏
（
日
本
防

災
士
会
湘
南
支
部
理
事
長
）

▼
演
題
　「
避
難
所
の
仕
組
み
と
運

営
」 防

災
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
会
・

�
防
災
講
演
会
を
開
催

洪
水
か
ら
身
を
守
る
た
め
の

�

説
明
会
を
開
催

県
議
会
議
員
選
挙（
大
磯
町・二
宮
町

選
挙
区
）に
立
候
補
予
定
の
方
へ

災
害
に
備
え
る

　
毎
年
恒
例
の
「
大
磯
一
周
駅
伝
大
会
」
が

１
月
20
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
大
会
も
「
た
す
き
を
つ
な
げ
！
21.

２

㎞
」
と
い
う
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

参
加
チ
ー
ム
が
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
完

走
し
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
高
め
、
さ
ら
に
は

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
に
と
の
思

い
で
つ
け
ま
し
た
。

　
早
朝
と
い
う
こ
と
で
、
ま
だ
気
温
が
低
く

冷
た
い
空
気
の
中
、
ス
タ
ー
ト
地
点
の
大
磯

運
動
公
園
で
開
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
昨
年
の
総
合
優
勝
チ
ー
ム

の
中
丸
地
区
の
原
田
翔
平
選
手
に
よ
る
寒
さ

も
吹
き
飛
ぶ
よ
う
な
力
強
い
選
手
宣
誓
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
午
前
９
時
、
31
チ
ー
ム
が
一
斉
ス
タ
ー
ト
。

今
年
も
ス
タ
ー
タ
ー
を
務
め
、
走
り
出
す
選

手
た
ち
に
激
励
し
ま
し
た
。

　
町
内
の
沿
道
に
は
寒
空
の
下
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
多
く
の
駅
伝
フ
ァ
ン
や
町
民
の
方
々

に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か

ら
の
温
か
い
声
援
は
、
選
手
た
ち
に
と
っ
て

な
に
よ
り
も
励
み
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
最
後
に
、
競
技
役
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
皆
さ
ん
の
多
大
な
る
ご
尽
力
に
よ
っ
て
、

無
事
に
ま
た
、
盛
大
に
開
催
で
き
ま
し
た
こ

と
を
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

第
65
回 

大
磯
一
周
駅
伝
大
会

走る！！走る！！走る！！走る！！走る！！走 ！！
がが

走走走走走る走走走 �

▽
事
前
説
明
会

　
と
　
き
　
２
月
25
日
（
月
）

　
　
　
　
　
13
時
～

　
と
こ
ろ
　�

平
塚
合
同
庁
舎
本
館
５

階
　
５
Ｄ
会
議
室

▽
告
示
日
・
立
候
補
届
出
日

　
と
　
き
　
３
月
29
日
（
金
）

　
　
　
　
　
８
時
30
分
～
17
時

　
と
こ
ろ
　�

平
塚
合
同
庁
舎
本
館
５

階
　
５
Ｃ
会
議
室

　
詳
細
は
県
湘
南
地
域
県
政
総
合
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

問
県
湘
南
地
域
県
政
総
合
セ
ン
タ
ー

　
企
画
調
整
課

　
☎（
22
）２
７
１
１
　

　
内
線
２
１
１
１

　
ご
自
身
や
大
切
な
ご
家
族
の
た
め

に
、
今
の
法
制
度
を
活
用
し
て
い
か

に
備
え
る
か
。
実
例
を
ご
紹
介
し
な

が
ら
、
最
近
の
制
度
の
改
正
点
や
実

際
に
役
立
つ
情
報
を
、
経
験
豊
富
な

行
政
書
士
が
わ
か
り
や
す
く
お
話
し

ま
す
。
今
か
ら
で
き
る
備
え
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
終
了
後
、

無
料
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。（
事

前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。）

▼
と
き
　
２
月
20
日
（
水
）
13
時
30

分
～
15
時

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

研
修
室

▼
講
師
　
渡
邉
　
一
彦
氏
（
行
政
書

士
）

問･
申
　
福
祉
課
　
☎
３
１
６

行
政
書
士
が
教
え
る

　
　
　
身
近
で
わ
か
り
や
す
い

遺
言
・
相
続
・
成
年
後
見
制
度

講
演
会

7

▼
募
集
項
目

　町
内
で
水
揚
げ
・
収
穫
・
生
産
・

加
工
・
製
造
さ
れ
る
生
鮮
品
、
食
品

に
限
り
ま
す
。

▼
応
募
条
件

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
。

①
町
内
で
水
揚
げ
・
収
穫
・
生
産
さ

れ
る
農
水
産
物
を
提
供
で
き
る
生
産

者
・
事
業
者

②
町
内
で
農
水
産
物
等
の
加
工
を

行
っ
て
い
る
生
産
者
・
事
業
者

③
町
内
に
事
業
所
が
あ
る
事
業
者

▼
募
集
期
間

　
２
月
１
日（
金
）～
３
月
15
日（
金
）

▼
応
募
方
法

　
申
込
書
に
、
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
産
業
観
光
課
み
な
と
推
進
係

に
持
参
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
提
出
先

　
産
業
観
光
課
み
な
と
推
進
係
（
大

磯
港
港
湾
管
理
事
務
所
内
）

大
磯
１
３
９
８

−

18

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
（
61
）
５
７
１
９

※
申
込
書
は
、
産
業
観
光
課
窓
口
の

ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
産
業
観
光
課

☎
（
61
）
５
７
１
９

　
町
で
は
、
２
０
２
０
年
度
開
業
を

目
指
し
大
磯
港
賑
わ
い
交
流
施
設
の

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
、
施

設
の
指
定
管
理
者
で
あ
る
（
株
）
田

園
プ
ラ
ザ
川
場
が
運
営
を
行
う
直
売

施
設
や
レ
ス
ト
ラ
ン
で
販
売
、
使
用

す
る
農
水
産
物
や
加
工
品
、
特
産
品

な
ど
を
出
品
す
る
生
産
者
、
事
業
者

を
募
集
し
ま
す
。

　
出
品
意
向
の
あ
る
生
産
者
、
事
業

者
の
方
々
は
、
次
の
方
法
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
込
書
の
情
報
は
、
町
か

ら
指
定
管
理
者
に
提
供
し
、
必
要
に

応
じ
後
日
、
指
定
管
理
者
か
ら
直
接

連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（表２）下水道使用料金早見表（２か月あたり・８％税込）

（表１）下水道使用料金表（２か月あたり・税抜） 　
公
共
下
水
道
使
用
料
は
、
下
水
処

理
場
や
下
水
道
管
の
維
持
管
理
費
と
、

下
水
道
整
備
に
要
し
た
借
入
金
を
返

済
す
る
費
用
に
充
て
て
お
り
、
公
共

下
水
道
使
用
料
で
賄
う
こ
と
が
原
則

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
平
成
31
年
度
に
お
け
る

公
共
下
水
道
使
用
料
で
賄
う
べ
き
費

用
の
う
ち
、
不
足
分
は
町
税
で
補
て

ん
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
不
足
分

を
少
し
で
も
小
さ
く
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
平
成
31
年
度
平

均
使
用
料
単
価
見
込
１
３
５
円
／
㎥

か
ら
国
の
水
準
で
あ
る
１
５
０
円
／

㎥
に
近
づ
け
る
た
め
、
４
月
１
日
か

ら
使
用
料
の
改
定
率
を
、
平
均
９
．

06
％
と
す
る
引
上
げ
を
行
い
ま
す
。

〇
今
後
の
取
組
み

　
町
で
は
、
公
共
下
水
道
使
用
料
の

引
上
げ
だ
け
で
は
な
く
、
下
水
道
事

業
経
営
の
健
全
化
に
向
け
て
、
公
共

下
水
道
供
用
開
始
区
域
に
関
す
る
情

報
提
供
を
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
へ
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
も
公
共
下
水
道
へ
の

接
続
率
向
上
を
図
る
た
め
、
排
水
設

備
（
接
続
）
工
事
に
伴
う
奨
励
金
や

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
の
説
明
、
チ
ラ

シ
の
配
布
な
ど
戸
別
訪
問
を
行
い
、

公
共
下
水
道
使
用
料
収
入
の
確
保
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
確

認
で
き
ま
す
。

問
下
水
道
課
　
☎
内
線
２
１
４

公
共
下
水
道
使
用
料
を
改
定
　
４
月
１
日
か
ら
平
均
９
％
引
上
げ

　
４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
31
日
ま

で
駅
前
自
転
車
駐
車
場
を
月
ぎ
め
で

利
用
す
る
方
の
申
込
み
を
受
付
し
ま

す
。

　
な
お
、
現
在
月
ぎ
め
で
利
用
さ
れ

て
い
る
方
も
、
再
度
申
請
が
必
要
で

す
。

▼
申
請
書
の
配
布
日
及
び
受
付
期
間

○
配
布
日
　
２
月
１
日
（
金
）
か
ら

○
受
付
期
間

　
２
月
１
日（
金
）～
３
月
８
日（
金
）

▼
配
布
・
受
付
場
所

○
駅
前
自
転
車
駐
車
場
管
理
人
室

　
６
時
～
21
時
30
分

○
役
場
１
階
町
民
課
町
民
協
働
係

▼
そ
の
他

　
定
数
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
に
な

り
ま
す
。

問
町
民
課
　
☎
内
線
２
３
７

【２か月で40㎥使用された場合の使用料計算例】
改定料金…①
　　　　16㎥までの分� →基本使用料＝1,790円
　　　　16㎥を超え40㎥までの分
� →（40㎥－16㎥）×129円＝3,096円
　　　　 計 � 1,790円＋3,096円＝4,886円
　　　　消費税� 4,886円×８％＝390円
� （１円未満切り捨て）
　　　　合　計� 4,886円＋390円＝5,276円
現行料金…②� 4,868円
差 額…①－②� 408円

平
成
31
年
度

大
磯
駅
前
自
転
車
駐
車
場

定
期
利
用
者
を
募
集
！

大
磯
港
賑
わ
い
交
流
施
設
で
販
売
す
る

農
水
産
物
・
加
工
品
な
ど
を
募
集

区　分 定期利用
（月ぎめ）

一時利用
（日ぎめ）

自転車 1,550円 110円

原動機付自転車
（50cc以下） 2,580円 220円

普通自動二輪車
（125cc以下） 3,610円 320円

排水量（㎥）現行料金（円）改定料金（円） 差額（円）
16㎥まで 1,784 1,933 149
20 2,298 2,490 192
30 3,583 3,883 300
40 4,868 5,276 408
50 6,251 6,778 527
60 7,633 8,279 646
70 9,199 9,985 786
80 10,765 11,692 927
90 12,493 13,582 1,089
100 14,221 15,472 1,251

使用料区分 水量区分 現行料金
（円）

改定料金
（円） 改定率

一
般
汚
水

基本料金 16㎥まで 1,652� 1,790� 8.35%

超過料金
１㎥につき

16㎥を超え40㎥まで 119� 129� 8.40%
40㎥を超え60㎥まで 128� 139� 8.59%
60㎥を超え80㎥まで 145� 158� 8.96%
80㎥を超え100㎥まで 160� 175� 9.37%
100㎥を超え200㎥まで 175� 191� 9.14%
200㎥を超え1,000㎥まで 199� 218� 9.54%
1,000㎥を超え2,000㎥まで 222� 243� 9.45%
2,000㎥を超える 246� 270� 9.75%

平均改定率 9.06%
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大
磯
町
・
二
宮
町
選
挙
区
の
県
議

会
議
員
選
挙
に
立
候
補
を
予
定
さ
れ

て
い
る
方
は
、
次
の
と
お
り
事
前
説

明
会
等
を
行
い
ま
す
の
で
出
席
く
だ

さ
い
。

▽�

大
磯
町
・
二
宮
町
選
挙
区
議
員
定

数
　
１
人�

　
広
報
お
お
い
そ
12
月
号
と
一
緒
に

配
布
し
た
大
磯
町
金
目
川
（
花
水�

川
）
洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
を
基
に

町
民
の
皆
さ
ん
が
水
害
時
に
お
け
る

適
切
な
避
難
行
動
を
行
え
る
よ
う
に

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
　
２
月
23
日
（
土
）
10
時
～

11
時
30
分
頃

▼
と
こ
ろ
　
県
立
大
磯
高
校
３
階
視

聴
覚
室

▼
講
師
　
平
塚
土
木
事
務
所
河
川
砂

防
第
一
課
職
員

町
危
機
管
理
課
職
員

▼
持
ち
物
　
室
内
履
・
下
足
袋

※
い
ず
れ
も
参
加
費
無
料
、
申
込
み

不
要
、
講
演
は
手
話
で
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

問
危
機
管
理
課
　
☎
内
線
２
４
１

　
発
災
直
後
か
ら
速
や
か
に
避
難
所

を
開
設
す
る
た
め
に
は
、
町
民
の
皆

さ
ん
自
ら
が
避
難
所
を
自
分
た
ち
で

運
営
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
避
難
所
の
運
営
に
つ
い
て

他
市
町
村
の
取
組
み
を
知
り
、
教
訓

と
す
る
た
め
の
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▼
と
き
　
２
月
９
日
（
土
）
10
時
～

正
午
頃

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
研

修
室

▼
講
師
　
水
嶋
　
康
男
氏
（
日
本
防

災
士
会
湘
南
支
部
理
事
長
）

▼
演
題
　「
避
難
所
の
仕
組
み
と
運

営
」 防

災
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
会
・

�

防
災
講
演
会
を
開
催

洪
水
か
ら
身
を
守
る
た
め
の

�

説
明
会
を
開
催

県
議
会
議
員
選
挙（
大
磯
町・二
宮
町

選
挙
区
）に
立
候
補
予
定
の
方
へ

災
害
に
備
え
る

　
毎
年
恒
例
の
「
大
磯
一
周
駅
伝
大
会
」
が

１
月
20
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
大
会
も
「
た
す
き
を
つ
な
げ
！
21.

２

㎞
」
と
い
う
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

参
加
チ
ー
ム
が
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
完

走
し
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
高
め
、
さ
ら
に
は

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
に
と
の
思

い
で
つ
け
ま
し
た
。

　
早
朝
と
い
う
こ
と
で
、
ま
だ
気
温
が
低
く

冷
た
い
空
気
の
中
、
ス
タ
ー
ト
地
点
の
大
磯

運
動
公
園
で
開
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
昨
年
の
総
合
優
勝
チ
ー
ム

の
中
丸
地
区
の
原
田
翔
平
選
手
に
よ
る
寒
さ

も
吹
き
飛
ぶ
よ
う
な
力
強
い
選
手
宣
誓
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
午
前
９
時
、
31
チ
ー
ム
が
一
斉
ス
タ
ー
ト
。

今
年
も
ス
タ
ー
タ
ー
を
務
め
、
走
り
出
す
選

手
た
ち
に
激
励
し
ま
し
た
。

　
町
内
の
沿
道
に
は
寒
空
の
下
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
多
く
の
駅
伝
フ
ァ
ン
や
町
民
の
方
々

に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か

ら
の
温
か
い
声
援
は
、
選
手
た
ち
に
と
っ
て

な
に
よ
り
も
励
み
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
最
後
に
、
競
技
役
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
皆
さ
ん
の
多
大
な
る
ご
尽
力
に
よ
っ
て
、

無
事
に
ま
た
、
盛
大
に
開
催
で
き
ま
し
た
こ

と
を
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

第
65
回 

大
磯
一
周
駅
伝
大
会

走る！！走る！！走る！！走る！！走る！！走 ！！
がが

走走走走走る走走走 �

▽
事
前
説
明
会

　
と
　
き
　
２
月
25
日
（
月
）

　
　
　
　
　
13
時
～

　
と
こ
ろ
　�

平
塚
合
同
庁
舎
本
館
５

階
　
５
Ｄ
会
議
室

▽
告
示
日
・
立
候
補
届
出
日

　
と
　
き
　
３
月
29
日
（
金
）

　
　
　
　
　
８
時
30
分
～
17
時

　
と
こ
ろ
　�

平
塚
合
同
庁
舎
本
館
５

階
　
５
Ｃ
会
議
室

　
詳
細
は
県
湘
南
地
域
県
政
総
合
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

問
県
湘
南
地
域
県
政
総
合
セ
ン
タ
ー

　
企
画
調
整
課

　
☎（
22
）２
７
１
１
　

　
内
線
２
１
１
１

　
ご
自
身
や
大
切
な
ご
家
族
の
た
め

に
、
今
の
法
制
度
を
活
用
し
て
い
か

に
備
え
る
か
。
実
例
を
ご
紹
介
し
な

が
ら
、
最
近
の
制
度
の
改
正
点
や
実

際
に
役
立
つ
情
報
を
、
経
験
豊
富
な

行
政
書
士
が
わ
か
り
や
す
く
お
話
し

ま
す
。
今
か
ら
で
き
る
備
え
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
終
了
後
、

無
料
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。（
事

前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。）

▼
と
き
　
２
月
20
日
（
水
）
13
時
30

分
～
15
時

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

研
修
室

▼
講
師
　
渡
邉
　
一
彦
氏
（
行
政
書

士
）

問･

申
　
福
祉
課
　
☎
３
１
６

行
政
書
士
が
教
え
る

　
　
　
身
近
で
わ
か
り
や
す
い

遺
言
・
相
続
・
成
年
後
見
制
度

講
演
会

7

▼
募
集
項
目

　町
内
で
水
揚
げ
・
収
穫
・
生
産
・

加
工
・
製
造
さ
れ
る
生
鮮
品
、
食
品

に
限
り
ま
す
。

▼
応
募
条
件

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
。

①
町
内
で
水
揚
げ
・
収
穫
・
生
産
さ

れ
る
農
水
産
物
を
提
供
で
き
る
生
産

者
・
事
業
者

②
町
内
で
農
水
産
物
等
の
加
工
を

行
っ
て
い
る
生
産
者
・
事
業
者

③
町
内
に
事
業
所
が
あ
る
事
業
者

▼
募
集
期
間

　
２
月
１
日（
金
）～
３
月
15
日（
金
）

▼
応
募
方
法

　
申
込
書
に
、
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
産
業
観
光
課
み
な
と
推
進
係

に
持
参
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
提
出
先

　
産
業
観
光
課
み
な
と
推
進
係
（
大

磯
港
港
湾
管
理
事
務
所
内
）

大
磯
１
３
９
８

−

18

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
（
61
）
５
７
１
９

※
申
込
書
は
、
産
業
観
光
課
窓
口
の

ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
産
業
観
光
課

☎
（
61
）
５
７
１
９

　
町
で
は
、
２
０
２
０
年
度
開
業
を

目
指
し
大
磯
港
賑
わ
い
交
流
施
設
の

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
、
施

設
の
指
定
管
理
者
で
あ
る
（
株
）
田

園
プ
ラ
ザ
川
場
が
運
営
を
行
う
直
売

施
設
や
レ
ス
ト
ラ
ン
で
販
売
、
使
用

す
る
農
水
産
物
や
加
工
品
、
特
産
品

な
ど
を
出
品
す
る
生
産
者
、
事
業
者

を
募
集
し
ま
す
。

　
出
品
意
向
の
あ
る
生
産
者
、
事
業

者
の
方
々
は
、
次
の
方
法
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
込
書
の
情
報
は
、
町
か

ら
指
定
管
理
者
に
提
供
し
、
必
要
に

応
じ
後
日
、
指
定
管
理
者
か
ら
直
接

連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（表２）下水道使用料金早見表（２か月あたり・８％税込）

（表１）下水道使用料金表（２か月あたり・税抜） 　
公
共
下
水
道
使
用
料
は
、
下
水
処

理
場
や
下
水
道
管
の
維
持
管
理
費
と
、

下
水
道
整
備
に
要
し
た
借
入
金
を
返

済
す
る
費
用
に
充
て
て
お
り
、
公
共

下
水
道
使
用
料
で
賄
う
こ
と
が
原
則

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
平
成
31
年
度
に
お
け
る

公
共
下
水
道
使
用
料
で
賄
う
べ
き
費

用
の
う
ち
、
不
足
分
は
町
税
で
補
て

ん
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
不
足
分

を
少
し
で
も
小
さ
く
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
平
成
31
年
度
平

均
使
用
料
単
価
見
込
１
３
５
円
／
㎥

か
ら
国
の
水
準
で
あ
る
１
５
０
円
／

㎥
に
近
づ
け
る
た
め
、
４
月
１
日
か

ら
使
用
料
の
改
定
率
を
、
平
均
９
．

06
％
と
す
る
引
上
げ
を
行
い
ま
す
。

〇
今
後
の
取
組
み

　
町
で
は
、
公
共
下
水
道
使
用
料
の

引
上
げ
だ
け
で
は
な
く
、
下
水
道
事

業
経
営
の
健
全
化
に
向
け
て
、
公
共

下
水
道
供
用
開
始
区
域
に
関
す
る
情

報
提
供
を
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
へ
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
も
公
共
下
水
道
へ
の

接
続
率
向
上
を
図
る
た
め
、
排
水
設

備
（
接
続
）
工
事
に
伴
う
奨
励
金
や

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
の
説
明
、
チ
ラ

シ
の
配
布
な
ど
戸
別
訪
問
を
行
い
、

公
共
下
水
道
使
用
料
収
入
の
確
保
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
確

認
で
き
ま
す
。

問
下
水
道
課
　
☎
内
線
２
１
４

公
共
下
水
道
使
用
料
を
改
定
　
４
月
１
日
か
ら
平
均
９
％
引
上
げ

　
４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
31
日
ま

で
駅
前
自
転
車
駐
車
場
を
月
ぎ
め
で

利
用
す
る
方
の
申
込
み
を
受
付
し
ま

す
。

　
な
お
、
現
在
月
ぎ
め
で
利
用
さ
れ

て
い
る
方
も
、
再
度
申
請
が
必
要
で

す
。

▼
申
請
書
の
配
布
日
及
び
受
付
期
間

○
配
布
日
　
２
月
１
日
（
金
）
か
ら

○
受
付
期
間

　
２
月
１
日（
金
）～
３
月
８
日（
金
）

▼
配
布
・
受
付
場
所

○
駅
前
自
転
車
駐
車
場
管
理
人
室

　
６
時
～
21
時
30
分

○
役
場
１
階
町
民
課
町
民
協
働
係

▼
そ
の
他

　
定
数
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
に
な

り
ま
す
。

問
町
民
課
　
☎
内
線
２
３
７

【２か月で40㎥使用された場合の使用料計算例】
改定料金…①
　　　　16㎥までの分� →基本使用料＝1,790円
　　　　16㎥を超え40㎥までの分
� →（40㎥－16㎥）×129円＝3,096円
　　　　 計 � 1,790円＋3,096円＝4,886円
　　　　消費税� 4,886円×８％＝390円
� （１円未満切り捨て）
　　　　合　計� 4,886円＋390円＝5,276円
現行料金…②� 4,868円
差 額…①－②� 408円

平
成
31
年
度

大
磯
駅
前
自
転
車
駐
車
場

定
期
利
用
者
を
募
集
！

大
磯
港
賑
わ
い
交
流
施
設
で
販
売
す
る

農
水
産
物
・
加
工
品
な
ど
を
募
集

区　分 定期利用
（月ぎめ）

一時利用
（日ぎめ）

自転車 1,550円 110円

原動機付自転車
（50cc以下） 2,580円 220円

普通自動二輪車
（125cc以下） 3,610円 320円

排水量（㎥）現行料金（円）改定料金（円） 差額（円）
16㎥まで 1,784 1,933 149
20 2,298 2,490 192
30 3,583 3,883 300
40 4,868 5,276 408
50 6,251 6,778 527
60 7,633 8,279 646
70 9,199 9,985 786
80 10,765 11,692 927
90 12,493 13,582 1,089
100 14,221 15,472 1,251

使用料区分 水量区分 現行料金
（円）

改定料金
（円） 改定率

一
般
汚
水

基本料金 16㎥まで 1,652� 1,790� 8.35%

超過料金
１㎥につき

16㎥を超え40㎥まで 119� 129� 8.40%
40㎥を超え60㎥まで 128� 139� 8.59%
60㎥を超え80㎥まで 145� 158� 8.96%
80㎥を超え100㎥まで 160� 175� 9.37%
100㎥を超え200㎥まで 175� 191� 9.14%
200㎥を超え1,000㎥まで 199� 218� 9.54%
1,000㎥を超え2,000㎥まで 222� 243� 9.45%
2,000㎥を超える 246� 270� 9.75%

平均改定率 9.06%
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平成30年中に課税対象と
なる収入があった

あなたの収入の種類は？

平成30年中に勤務先を退職した

給与以外に収入があった

源泉徴収されている
金額がある

町県民税の申告が必要

勤務先で年末調整して、勤務先から町へ
給与支払報告書が提出されている（勤務
先の給与担当者に確認してください）

源泉徴収されていて、医療費控除・寄附
金控除・住宅借入金等特別控除・雑損控
除等を受ける予定である

（所得金額の合計）－（各種控除の合計額）で残額がある

再就職して前職分を含め、
年末調整をした

給与所得
雑（年金）所得
（公的年金等の収入金額が400万円以
下で、かつ、その他の所得が20万円以
下の場合は確定申告書の提出は不要）

（平成31年１月１日に住んでい
た市区町村で申告）

町県民税の申告が必要

（※１）�確定申告により、還付
を受けられる場合あり

（※２）�確定申告が必要になる
場合あり

不動産所得、事業所得など 申告不要

町内に住む人の税法上の
扶養親族になっている

（※１）

（※２）

はい いいえ
スタート

町
の
申
告
受
付
に
つ
い
て

▼
期
間
　
２
月
18
日
（
月
）
～
３
月

15
日
（
金
）

▼
場
所
　
役
場
４
階
第
１
会
議
室

▼
受
付
時
間
　
９
時
～
11
時
45
分
、

13
時
～
16
時

▼
申
告
内
容
　

○
町
県
民
税
申
告
書

○
年
金
・
給
与
収
入
の
み
の
簡
易
な

確
定
申
告
（
申
告
書
Ａ
）

※
事
業
や
不
動
産
収
入
・
各
種
譲
渡

所
得
・
損
失
の
繰
越
・
青
色
申
告
等

の
確
定
申
告
書
Ｂ
を
使
用
す
る
方
、

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除（
初
年
度
）、

過
年
度
の
確
定
申
告
の
相
談
・
申
告

は
、
税
務
署
が
開
設
す
る
会
場
で
お

願
い
し
ま
す
。

※
申
告
書
の
内
容
は
、
国
民
健
康
保

険
税
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、

介
護
保
険
料
の
算
定
資
料
に
も
な
り

ま
す
。
ま
た
、
申
告
が
な
い
場
合
は
、

所
得
証
明
書
等
の
発
行
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
持
ち
物

○
本
人
確
認
書
類
（
個
人
番
号
カ
ー

ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
・
身
元
確

認
書
類
）
の
提
示
ま
た
は
写
し
の

添
付
が
必
要
で
す
。

※
代
理
・
郵
送
・
税
務
署
以
外
で
提

出
す
る
場
合
は
、
本
人
確
認
書
類
の

写
し
の
添
付
が
必
要
で
す
。

○
申
告
書
（
町
会
場
に
て
配
布
有
）

○
印
鑑

○
源
泉
徴
収
票
・
各
種
控
除
証
明
書

※
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、
合

計
額
を
計
算
し
、
明
細
書
を
作
成
し

て
く
だ
さ
い
。

○
所
得
税
の
還
付
が
あ
る
場
合
、
申

告
者
名
義
の
口
座
番
号
等
が
分
か

る
も
の

確
定
申
告
が
必
要
な
方

　
平
成
30
年
中
の
給
与
収
入
が
２
，

０
０
０
万
円
を
超
え
る
方
、
給
与
以

外
の
所
得
が
20
万
円
を
超
え
る
方
、

２
か
所
以
上
か
ら
給
与
の
支
払
を
受

け
て
い
る
方
、
不
動
産
な
ど
の
資
産

を
売
却
し
た
方
は
、
確
定
申
告
が
必

要
で
す
。

※
年
金
の
源
泉
徴
収
税
額
に
は
、
生

命
保
険
料
や
地
震
保
険
料
、
医
療
費

控
除
な
ど
の
各
種
控
除
は
反
映
さ
れ

ま
せ
ん
。
各
種
控
除
を
受
け
る
場
合

に
は
確
定
申
告
ま
た
は
町
県
民
税
申

告
が
必
要
で
す
。

町
県
民
税
申
告
書
の
送
付

　
前
年
の
提
出
状
況
等
に
よ
り
申
告

が
必
要
と
思
わ
れ
る
方
に
は
１
月
下

旬
に
送
付
し
ま
す
。
窓
口
配
布
に
つ

い
て
も
同
日
付
け
で
開
始
し
ま
す
。

問
確
定
申
告
に
つ
い
て

　
平
塚
税
務
署
　
☎
（
22
）
１
４
０
０

　町
県
民
税
申
告
に
つ
い
て

　
税
務
課
　
☎
内
線
２
５
３

町
県
民
税
の
申
告
と
所
得
税
の
確
定
申
告
は
お
早
め
に
！

【注意】
１　医療費控除等の申告によ
り、所得税の還付を受ける場
合は確定申告が必要です。
２　公的年金等以外の所得が
20万円以下で所得税の申告が
不要な場合でも、町県民税の
申告は必要です。
３　公的年金等の源泉徴収票
に記載されてある控除以外の
各控除がある場合は町県民税
の申告が必要です。

私
は
申
告
が

�

必
要
で
す
か
？

確定申告が必要申告不要
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日
々
の
診
療
の
中
で
出
会
う
方
の
「
決

断
」
に
つ
い
て
思
う
こ
と
や
参
加
者
の
皆

さ
ん
が
こ
れ
か
ら
の
人
生
で
健
や
か
な

「
決
断
」
を
さ
れ
る
一
助
と
し
て
、
認
知

行
動
療
法
や
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
基
礎

を
お
聞
き
し
、
実
践
演
習
を
行
い
ま
す
。

▼�

と
き
　
２
月
24
日
（
日
）

14
時
～
15
時
30
分

▼
と
こ
ろ
　
旧
吉
田
茂
邸
研
修
室

▼�

講
師
　
山
野
か
お
る
さ
ん
（
櫻
和
メ
ン

タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

▼
定
員
　
30
名
（
先
着
順
）

▼�

参
加
費
　
５
０
０
円
（
旧
吉
田
茂
邸
観

覧
料
）

究き
わ

め
人
講
演
会
〔
第
１
弾
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
魚
を
究き

わ
め
る

　
現
在
、
宮
内
庁
に
お
勤
め
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

夏
休
み
子
ど
も
科
学
電
話
相
談
の
相
談
員

で
も
あ
る
林
先
生
。
先
生
が
魚
研
究
に
進

ま
れ
た
き
っ
か
け
、
研
究
の
成
果
、
苦
労

話
な
ど
を
う
か
が
い
ま
す
。

▼
と
き
　
３
月
３
日
（
日
）
　

14
時
～
15
時
30
分

▼
と
こ
ろ
　
旧
吉
田
茂
邸
研
修
室

▼�

講
師
　
林
公
義
さ
ん
（
横
須
賀
市
自

然
・
人
文
博
物
館
前
館
長
）

▼
定
員
　
30
名
（
先
着
順
）

▼�

参
加
費
　
５
０
０
円
（
旧
吉
田
茂
邸
観

覧
料
）

▼�

申
込
み
　
い
ず
れ
も
２
月
５
日
（
火
）

か
ら
。
電
話
で
名
前
、
住
所
、
電
話
番

号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

旧
吉
田
茂
邸
講
演
会

「
牧
野
伸
顕
と
そ
の
周
辺
」

　
吉
田
茂
の
岳
父
で
あ
る
牧
野
伸の

ぶ
顕あ

き
は
、

大
久
保
利
通
の
次
男
で
、
明
治
か
ら
昭
和

に
か
け
て
政
府
の
要
職
を
務
め
た
人
物
で

す
。

　
今
回
の
講
演
で
は
、
牧
野
伸
顕
や
大
久

保
家
の
こ
と
に
造
詣
の
深
い
、
松
田
好
史

氏
か
ら
、
牧
野
伸
顕
の
人
物
像
や
吉
田
茂

と
の
関
係
に
つ
い
て
、
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
す
。

▼
と
き
　
３
月
２
日
（
土
）

　
13
時
30
分
～
15
時

▼
と
こ
ろ
　
旧
吉
田
茂
邸
研
修
室

▼
講
師
　
松
田
好
史
氏
（
霞
会
館
）

▼�

定
員
　
30
名
（
先
着
順
）

▼�

参
加
費
　
５
０
０
円
（
旧
吉
田
茂
邸
観

覧
料
）

▼�

申
込
み
　
２
月
５
日
（
火
）
か
ら
。
電

話
で
名
前
、
住
所
、
電
話
番
号
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

旧
吉
田
茂
邸
研
修
事
業

決
断
講
演
会

　
健
や
か
な
「
決
断
」
の
た
め
に

　
〜
精
神
科
医
の
視
点
か
ら
〜

　
現
在
、
精
神
科
医
と
し
て
メ
ン
タ
ル
ク

リ
ニ
ッ
ク
を
経
営
さ
れ
て
い
る
先
生
の
歩

み
に
つ
い
て
お
話
し
を
う
か
が
い
ま
す
。

「
子
育
て
と
絵
本
づ
く
り
」

え
が
し
ら
み
ち
こ
氏
　
講
演
会

　
絵
本
作
家
で
、
雑
誌
や
教
科
書
な
ど
の

挿
絵
で
も
ご
活
躍
の
え
が
し
ら
み
ち
こ
氏

に
、
子
育
て
真
っ
最
中
の
絵
本
づ
く
り
に

つ
い
て
、
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。
後
半
は

簡
単
な
ミ
ニ
絵
本
づ
く
り
も
行
い
ま
す
。

▼
と
き
　
３
月
３
日
（
日
）

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

▼
と
こ
ろ
　
図
書
館
本
館
２
階
大
会
議
室

▼
講
師
　
え
が
し
ら
　
み
ち
こ
氏
　

　
主
な
作
品
は
『
あ
め
ふ
り
さ
ん
ぽ
』（
講

談
社
）『
せ
ん
そ
う
し
な
い
』（
文
／
谷

川
俊
太
郎
）『
な
き
ご
え
バ
ス
』（
白
泉

社
／
第
９

回
Ｍ
Ｏ
Ｅ

絵
本
屋
さ

ん
大
賞

２
０
１
６

「
パ
パ
マ
マ
賞
」
第
１
位
）
な
ど
。

▼
定
員
　
40
人
（
先
着
順
）

▼�

申
込
み
　
２
月
１
日
（
金
）
か
ら
電
話

ま
た
は
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
に
て
受
付

（
先
着
３
名
の
託
児
あ
り
。
要
相
談
）

※
講
演
終
了
後
、
サ
イ
ン
会
を
行
い
ま
す
。

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
ア
ン
ケ
ー
ト
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
計
画
策
定
の
参
考
に

す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

主
に
、
現
状
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
評
価

と
要
望
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
よ
り

よ
い
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
実
施
の
た
め
、
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
　
２
月
１
日
（
金
）～
28
日
（
木
）

▼�

配
布
・
回
収
場
所
　
図
書
館
本
館
、
国

府
分
館
、
生
涯
学
習
館
、
郷
土
資
料
館
、

生
涯
学
習
課
　

定
期
購
読
し
て
い
る
雑
誌
を

ご
寄
贈
く
だ
さ
い

　
図
書
館
で
は
、
様
々
な
分
野
の
雑
誌
を

提
供
す
る
た
め
、
雑
誌
を
寄
贈
し
て
く
だ

さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼�

対
象
　
本
館
ま
た
は
分
館
に
、
現
在
刊

行
中
の
雑
誌
を
継
続
し
て
一
年
間
以
上

寄
贈
し
て
い
た
だ
け
る
方

▼�

寄
贈
方
法
　
週
刊
誌
は
、
発
売
日
の
翌

日
、
月
刊
誌
等
は
発
売
日
か
ら
10
日
以

内
に
本
館
ま
た
は
分
館
に
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

▼
雑
誌
の
内
容
　
図
書
館
の
蔵
書
と
し
て

　
ふ
さ
わ
し
い
も
の
（
要
相
談
）

図　書　館　問・ 　☎（61）3002
　　　　　　休館日　２／４・７・12・18・25
郷土資料館　問・ 　☎（61）4700
　　　　　　休館日　２／１・４・12・18・25

Photo by 植田隆太

「
ざ
ー
ざ
ー
　

ち
ゃ
ぷ
ち
ゃ
ぷ
　

ぴ
た
ぴ
た
ぴ
た
　

あ
め
ふ
り
っ
て

た
の
し
い
な
」

（
刊
／
講
談
社
）　

は
る
ち
ゃ
ん
が

作
っ
た〝
な
き

ご
え
バ
ス
〟、ご

乗
車
の
方
は
、

な
い
て
く
だ

さ
ー
い
！

（
刊
／
白
泉
社
）
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平成30年中に課税対象と
なる収入があった

あなたの収入の種類は？

平成30年中に勤務先を退職した

給与以外に収入があった

源泉徴収されている
金額がある

町県民税の申告が必要

勤務先で年末調整して、勤務先から町へ
給与支払報告書が提出されている（勤務
先の給与担当者に確認してください）

源泉徴収されていて、医療費控除・寄附
金控除・住宅借入金等特別控除・雑損控
除等を受ける予定である

（所得金額の合計）－（各種控除の合計額）で残額がある

再就職して前職分を含め、
年末調整をした

給与所得
雑（年金）所得
（公的年金等の収入金額が400万円以
下で、かつ、その他の所得が20万円以
下の場合は確定申告書の提出は不要）

（平成31年１月１日に住んでい
た市区町村で申告）

町県民税の申告が必要

（※１）�確定申告により、還付
を受けられる場合あり

（※２）�確定申告が必要になる
場合あり

不動産所得、事業所得など 申告不要

町内に住む人の税法上の
扶養親族になっている

（※１）

（※２）

はい いいえ
スタート

町
の
申
告
受
付
に
つ
い
て

▼
期
間
　
２
月
18
日
（
月
）
～
３
月

15
日
（
金
）

▼
場
所
　
役
場
４
階
第
１
会
議
室

▼
受
付
時
間
　
９
時
～
11
時
45
分
、

13
時
～
16
時

▼
申
告
内
容
　

○
町
県
民
税
申
告
書

○
年
金
・
給
与
収
入
の
み
の
簡
易
な

確
定
申
告
（
申
告
書
Ａ
）

※
事
業
や
不
動
産
収
入
・
各
種
譲
渡

所
得
・
損
失
の
繰
越
・
青
色
申
告
等

の
確
定
申
告
書
Ｂ
を
使
用
す
る
方
、

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除（
初
年
度
）、

過
年
度
の
確
定
申
告
の
相
談
・
申
告

は
、
税
務
署
が
開
設
す
る
会
場
で
お

願
い
し
ま
す
。

※
申
告
書
の
内
容
は
、
国
民
健
康
保

険
税
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、

介
護
保
険
料
の
算
定
資
料
に
も
な
り

ま
す
。
ま
た
、
申
告
が
な
い
場
合
は
、

所
得
証
明
書
等
の
発
行
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
持
ち
物

○
本
人
確
認
書
類
（
個
人
番
号
カ
ー

ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
・
身
元
確

認
書
類
）
の
提
示
ま
た
は
写
し
の

添
付
が
必
要
で
す
。

※
代
理
・
郵
送
・
税
務
署
以
外
で
提

出
す
る
場
合
は
、
本
人
確
認
書
類
の

写
し
の
添
付
が
必
要
で
す
。

○
申
告
書
（
町
会
場
に
て
配
布
有
）

○
印
鑑

○
源
泉
徴
収
票
・
各
種
控
除
証
明
書

※
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、
合

計
額
を
計
算
し
、
明
細
書
を
作
成
し

て
く
だ
さ
い
。

○
所
得
税
の
還
付
が
あ
る
場
合
、
申

告
者
名
義
の
口
座
番
号
等
が
分
か

る
も
の

確
定
申
告
が
必
要
な
方

　
平
成
30
年
中
の
給
与
収
入
が
２
，

０
０
０
万
円
を
超
え
る
方
、
給
与
以

外
の
所
得
が
20
万
円
を
超
え
る
方
、

２
か
所
以
上
か
ら
給
与
の
支
払
を
受

け
て
い
る
方
、
不
動
産
な
ど
の
資
産

を
売
却
し
た
方
は
、
確
定
申
告
が
必

要
で
す
。

※
年
金
の
源
泉
徴
収
税
額
に
は
、
生

命
保
険
料
や
地
震
保
険
料
、
医
療
費

控
除
な
ど
の
各
種
控
除
は
反
映
さ
れ

ま
せ
ん
。
各
種
控
除
を
受
け
る
場
合

に
は
確
定
申
告
ま
た
は
町
県
民
税
申

告
が
必
要
で
す
。

町
県
民
税
申
告
書
の
送
付

　
前
年
の
提
出
状
況
等
に
よ
り
申
告

が
必
要
と
思
わ
れ
る
方
に
は
１
月
下

旬
に
送
付
し
ま
す
。
窓
口
配
布
に
つ

い
て
も
同
日
付
け
で
開
始
し
ま
す
。

問
確
定
申
告
に
つ
い
て

　
平
塚
税
務
署
　
☎
（
22
）
１
４
０
０

　町
県
民
税
申
告
に
つ
い
て

　
税
務
課
　
☎
内
線
２
５
３

町
県
民
税
の
申
告
と
所
得
税
の
確
定
申
告
は
お
早
め
に
！

【注意】
１　医療費控除等の申告によ
り、所得税の還付を受ける場
合は確定申告が必要です。
２　公的年金等以外の所得が
20万円以下で所得税の申告が
不要な場合でも、町県民税の
申告は必要です。
３　公的年金等の源泉徴収票
に記載されてある控除以外の
各控除がある場合は町県民税
の申告が必要です。

私
は
申
告
が

�

必
要
で
す
か
？

確定申告が必要申告不要
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療
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や
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こ
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、
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分
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吉
田
茂
の
岳
父
で
あ
る
牧
野
伸の

ぶ
顕あ

き
は
、

大
久
保
利
通
の
次
男
で
、
明
治
か
ら
昭
和

に
か
け
て
政
府
の
要
職
を
務
め
た
人
物
で

す
。

　
今
回
の
講
演
で
は
、
牧
野
伸
顕
や
大
久

保
家
の
こ
と
に
造
詣
の
深
い
、
松
田
好
史

氏
か
ら
、
牧
野
伸
顕
の
人
物
像
や
吉
田
茂

と
の
関
係
に
つ
い
て
、
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
す
。

▼
と
き
　
３
月
２
日
（
土
）

　
13
時
30
分
～
15
時

▼
と
こ
ろ
　
旧
吉
田
茂
邸
研
修
室

▼
講
師
　
松
田
好
史
氏
（
霞
会
館
）

▼�

定
員
　
30
名
（
先
着
順
）

▼�

参
加
費
　
５
０
０
円
（
旧
吉
田
茂
邸
観

覧
料
）

▼�

申
込
み
　
２
月
５
日
（
火
）
か
ら
。
電

話
で
名
前
、
住
所
、
電
話
番
号
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

旧
吉
田
茂
邸
研
修
事
業

決
断
講
演
会

　
健
や
か
な
「
決
断
」
の
た
め
に

　
〜
精
神
科
医
の
視
点
か
ら
〜

　
現
在
、
精
神
科
医
と
し
て
メ
ン
タ
ル
ク

リ
ニ
ッ
ク
を
経
営
さ
れ
て
い
る
先
生
の
歩

み
に
つ
い
て
お
話
し
を
う
か
が
い
ま
す
。

「
子
育
て
と
絵
本
づ
く
り
」

え
が
し
ら
み
ち
こ
氏
　
講
演
会

　
絵
本
作
家
で
、
雑
誌
や
教
科
書
な
ど
の

挿
絵
で
も
ご
活
躍
の
え
が
し
ら
み
ち
こ
氏

に
、
子
育
て
真
っ
最
中
の
絵
本
づ
く
り
に

つ
い
て
、
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。
後
半
は

簡
単
な
ミ
ニ
絵
本
づ
く
り
も
行
い
ま
す
。

▼
と
き
　
３
月
３
日
（
日
）

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

▼
と
こ
ろ
　
図
書
館
本
館
２
階
大
会
議
室

▼
講
師
　
え
が
し
ら
　
み
ち
こ
氏
　

　
主
な
作
品
は
『
あ
め
ふ
り
さ
ん
ぽ
』（
講

談
社
）『
せ
ん
そ
う
し
な
い
』（
文
／
谷

川
俊
太
郎
）『
な
き
ご
え
バ
ス
』（
白
泉

社
／
第
９

回
Ｍ
Ｏ
Ｅ

絵
本
屋
さ

ん
大
賞

２
０
１
６

「
パ
パ
マ
マ
賞
」
第
１
位
）
な
ど
。

▼
定
員
　
40
人
（
先
着
順
）

▼�

申
込
み
　
２
月
１
日
（
金
）
か
ら
電
話

ま
た
は
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
に
て
受
付

（
先
着
３
名
の
託
児
あ
り
。
要
相
談
）

※
講
演
終
了
後
、
サ
イ
ン
会
を
行
い
ま
す
。

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
ア
ン
ケ
ー
ト
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
計
画
策
定
の
参
考
に

す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

主
に
、
現
状
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
評
価

と
要
望
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
よ
り

よ
い
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
実
施
の
た
め
、
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
　
２
月
１
日
（
金
）～
28
日
（
木
）

▼�
配
布
・
回
収
場
所
　
図
書
館
本
館
、
国

府
分
館
、
生
涯
学
習
館
、
郷
土
資
料
館
、

生
涯
学
習
課
　

定
期
購
読
し
て
い
る
雑
誌
を

ご
寄
贈
く
だ
さ
い

　
図
書
館
で
は
、
様
々
な
分
野
の
雑
誌
を

提
供
す
る
た
め
、
雑
誌
を
寄
贈
し
て
く
だ

さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼�

対
象
　
本
館
ま
た
は
分
館
に
、
現
在
刊

行
中
の
雑
誌
を
継
続
し
て
一
年
間
以
上

寄
贈
し
て
い
た
だ
け
る
方

▼�

寄
贈
方
法
　
週
刊
誌
は
、
発
売
日
の
翌

日
、
月
刊
誌
等
は
発
売
日
か
ら
10
日
以

内
に
本
館
ま
た
は
分
館
に
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

▼
雑
誌
の
内
容
　
図
書
館
の
蔵
書
と
し
て

　
ふ
さ
わ
し
い
も
の
（
要
相
談
）

図　書　館　問・ 　☎（61）3002
　　　　　　休館日　２／４・７・12・18・25
郷土資料館　問・ 　☎（61）4700
　　　　　　休館日　２／１・４・12・18・25

Photo by 植田隆太

「
ざ
ー
ざ
ー
　

ち
ゃ
ぷ
ち
ゃ
ぷ
　

ぴ
た
ぴ
た
ぴ
た
　

あ
め
ふ
り
っ
て

た
の
し
い
な
」

（
刊
／
講
談
社
）　

は
る
ち
ゃ
ん
が

作
っ
た〝
な
き

ご
え
バ
ス
〟、ご

乗
車
の
方
は
、

な
い
て
く
だ

さ
ー
い
！

（
刊
／
白
泉
社
）



10

　
認
定
こ
ど
も
園
あ
お
ば
と
で
、
病

気
の
回
復
期
に
あ
る
お
子
さ
ん
を
一

時
的
に
お
預
か
り
す
る
病
後
児
保
育

を
行
っ
て
い
ま
す
。

病
後
児
保
育
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
．
病
気
の
回
復
期
と
は
？

Ａ
．
医
療
機
関
に
よ
る
入
院
や
治
療

の
必
要
は
な
い
が
、
安
静
の
必

要
の
あ
る
子
ど
も
が
該
当
し
ま

す
。
病
気
の
種
類
に
よ
り
回
復

期
が
異
な
る
た
め
、
医
療
機
関

を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
お
弁
当
は
持
参
で
す
か
？

Ａ
．
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
特
別
な

場
合
を
除
き
、
昼
食
や
お
や
つ

は
施
設
で
準
備
し
ま
す
。
そ
の

他
の
必
要
な
持
ち
物
は
施
設
の

指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
利
用
し
た
い
時
は
ど
う
す
れ
ば

よ
い
の
で
す
か
？

Ａ
．
登
録
か
ら
利
用
ま
で
の
流
れ
は

次
の
と
お
り
で
す
。

★
対
象
児
童

　
大
磯
町
・
二
宮
町
内
在
住
ま
た
は

保
護
者
が
大
磯
町
・
二
宮
町
内
に
在

勤
・
在
学
す
る
生
後
６
か
月
か
ら
就

学
前
ま
で
の
児
童

★
定
員
　

3
人
（
予
約
順
）

★
利
用
日
時
　
月
～
金 (

祝
日
・
年

末
年
始
を
除
く)

の
７
時
30
分
～
18

時
30
分

★
利
用
料
　
１
日
２
，
０
０
０
円

(

給
食
・
お
や
つ
代
は
別
途
負
担
、

生
保
・
非
課
税
世
帯
は
免
除
あ
り
）

問
登
録
・
利
用
に
つ
い
て

　
認
定
こ
ど
も
園
あ
お
ば
と

　
病
後
児
保
育
室「
も
り
の
う
さ
ぎ
」

　
☎
（
74
）
５
９
１
８

問
制
度
に
つ
い
て

　
子
育
て
支
援
課
　
☎
内
線
３
１
７

①
事
前
に
利
用
登
録
書
等
を
提
出

②
電
話
で
仮
予
約
（
利
用
の
前
日
ま

で
に
）

③
医
療
機
関
で
医
師
連
絡
票
を
発
行

④
電
話
で
本
予
約

⑤
利
用

　ブータン王国は、南アジアに位置し、北
は中国、南はインドに挟まれています。
　首都は、西ブータンにある「ティンプー」
で、ティンプーの標高は約2,300ｍです。ブー
タン北部の高山地帯は、標高7,000ｍ、南部
の亜熱帯は300ｍと、国の面積が日本の九
州ほどでありながら、標高差の厳しい地勢
の国です。
　気候は、地方によって標高の違いから大
きく異なります。首都ティンプーの気候は、
夏の雨季と、冬の乾季に分けられます。雨
季では、最高気温が20度ほど、乾季では、
13度程度で、比較的過ごしやすい気候とい
えます。
　ブータンの公用語はゾンカ語と英語で
す。学校では、国語はゾンカ語で、それ以
外の授業は英語で教えられているため、英
語が堪能な人が多いそうです。ゾンカ語で

「こんにちは」は「クズザンポーラ」です。
ぜひ覚えてみてください。
　そのほか、国内では、18ほどの言語が話
されています。多様な言語が遺されている
のは、厳しい地勢が人々の頻繁な交流をは
ばんできたことが影響しているのかもしれ
ません。 問政策課　☎内線205

子
ど
も
の
食
事
と
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
と
は
？

　
特
定
の
食
物
に
含
ま
れ
る
「
ア
レ

ル
ゲ
ン
」
に
対
す
る
免
疫
の
過
剰
な

反
応
に
よ
り
、
皮
膚
、
粘
膜
、
消
化

器
、
呼
吸
器
な
ど
に
様
々
な
症
状
を

起
こ
し
ま
す
。

　
特
定
の
食
物
を
食
べ
る
と
、
か
ゆ

く
な
っ
た
り
、
体
調
が
悪
く
な
っ
た

り
す
る
と
い
う
場
合
、
自
己
判
断
せ

ず
に
、
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

妊
娠
中
の
食
事
と
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

　
お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
は
お
母
さ
ん
が

食
べ
た
も
の
か
ら
栄
養
素
を
も
ら
っ

て
成
長
し
ま
す
。
妊
娠
中
は
、
特
に

食
生
活
に
気
を
使
う
も
の
で
す
。

　
基
本
的
に
は
、
お
母
さ
ん
の
食
事

が
原
因
で
、
赤
ち
ゃ
ん
が
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
を
発
症
す
る
こ
と
は
な
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
お
母
さ
ん
の
健

康
と
、
赤
ち
ゃ
ん
の
健
や
か
な
発
育

の
た
め
に
も
、
偏
ら
ず
、
バ
ラ
ン
ス

よ
く
食
べ
ま
し
ょ
う
。

離
乳
食
と
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

　
離
乳
期
は
、
初
め
て
の
食
材
は
少

量
か
ら
食
べ
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。離
乳
食
の
開
始
を
遅
ら
せ
た
り
、

特
定
の
食
材
の
使
用
を
控
え
た
り
す

る
こ
と
は
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
発
症

の
予
防
に
は
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
時
期
に
合
っ
た
食
材
を
食

べ
さ
せ
、
い
ろ
い
ろ
な
味
や
香
り
、

食
感
を
教
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
食
事

　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
と
診
断
さ
れ
る

と
、
原
因
食
物
の
除
去
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
食
物
除
去
に
対
す
る
考
え

方
は
こ
こ
数
年
で
大
き
く
変
わ
り
、

「
疑
い
が
あ
る
食
物
は
除
去
す
る
」

か
ら
「
正
し
い
診
断
に
基
づ
く
必
要

最
小
限
の
食
物
除
去
」
が
基
本
と

な
っ
て
い
ま
す
。
念
の
た
め
と
、
い

ろ
い
ろ
な
食
品
を
除
去
し
て
し
ま
う

と
、
必
要
な
栄
養
素
が
不
足
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
医
師
の
指
示
の

も
と
、
食
物
除
去
を
行
う
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
ま
た
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
と
診
断

さ
れ
て
も
、
成
長
と
と
も
に
食
べ
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
定
期
的
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

ス
キ
ン
ケ
ア
も
忘
れ
ず
に

　
最
近
の
研
究
で
は
、
荒
れ
た
肌
か

ら
食
品
中
の
ア
レ
ル
ゲ
ン
が
体
内
に

入
り
、
ア
レ
ル
ギ
ー
を
引
き
起
こ
す

こ
と
が
わ
か
り
、
乳
児
期
か
ら
の
ス

キ
ン
ケ
ア
が
大
切
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
お
子
さ
ん
の
食
事
に
つ
い
て
、
気

に
な
る
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ

ば
、
い
つ
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
　
小
宮
山

　
☎
内
線
３
１
９

こ
ん
に
ち
は

　栄
養
士
で
す

ブータンって
どんな国？

～国の概要編～
病
後
児
保
育

就
労
と
子
育
て
の
両
立
を
お
手
伝
い

GO TO

東京オリ・パラ
Vol.11

ンピック
リンピック

2020

お
や
つ
の
時
間
♪

　
手
作
り
の
お
や

つ
は
体
調
に
よ
っ

て
栄
養
士
さ
ん
が

調
理
方
法
を
変
え

て
く
れ
ま
す
。
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認
定
こ
ど
も
園
あ
お
ば
と
で
、
病

気
の
回
復
期
に
あ
る
お
子
さ
ん
を
一

時
的
に
お
預
か
り
す
る
病
後
児
保
育

を
行
っ
て
い
ま
す
。

病
後
児
保
育
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
．
病
気
の
回
復
期
と
は
？

Ａ
．
医
療
機
関
に
よ
る
入
院
や
治
療

の
必
要
は
な
い
が
、
安
静
の
必

要
の
あ
る
子
ど
も
が
該
当
し
ま

す
。
病
気
の
種
類
に
よ
り
回
復

期
が
異
な
る
た
め
、
医
療
機
関

を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
お
弁
当
は
持
参
で
す
か
？

Ａ
．
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
特
別
な

場
合
を
除
き
、
昼
食
や
お
や
つ

は
施
設
で
準
備
し
ま
す
。
そ
の

他
の
必
要
な
持
ち
物
は
施
設
の

指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
利
用
し
た
い
時
は
ど
う
す
れ
ば

よ
い
の
で
す
か
？

Ａ
．
登
録
か
ら
利
用
ま
で
の
流
れ
は

次
の
と
お
り
で
す
。

★
対
象
児
童

　
大
磯
町
・
二
宮
町
内
在
住
ま
た
は

保
護
者
が
大
磯
町
・
二
宮
町
内
に
在

勤
・
在
学
す
る
生
後
６
か
月
か
ら
就

学
前
ま
で
の
児
童

★
定
員
　

3
人
（
予
約
順
）

★
利
用
日
時
　
月
～
金 (

祝
日
・
年

末
年
始
を
除
く)

の
７
時
30
分
～
18

時
30
分

★
利
用
料
　
１
日
２
，
０
０
０
円

(

給
食
・
お
や
つ
代
は
別
途
負
担
、

生
保
・
非
課
税
世
帯
は
免
除
あ
り
）

問
登
録
・
利
用
に
つ
い
て

　
認
定
こ
ど
も
園
あ
お
ば
と

　
病
後
児
保
育
室「
も
り
の
う
さ
ぎ
」

　
☎
（
74
）
５
９
１
８

問
制
度
に
つ
い
て

　
子
育
て
支
援
課
　
☎
内
線
３
１
７

①
事
前
に
利
用
登
録
書
等
を
提
出

②
電
話
で
仮
予
約
（
利
用
の
前
日
ま

で
に
）

③
医
療
機
関
で
医
師
連
絡
票
を
発
行

④
電
話
で
本
予
約

⑤
利
用

　ブータン王国は、南アジアに位置し、北
は中国、南はインドに挟まれています。
　首都は、西ブータンにある「ティンプー」
で、ティンプーの標高は約2,300ｍです。ブー
タン北部の高山地帯は、標高7,000ｍ、南部
の亜熱帯は300ｍと、国の面積が日本の九
州ほどでありながら、標高差の厳しい地勢
の国です。
　気候は、地方によって標高の違いから大
きく異なります。首都ティンプーの気候は、
夏の雨季と、冬の乾季に分けられます。雨
季では、最高気温が20度ほど、乾季では、
13度程度で、比較的過ごしやすい気候とい
えます。
　ブータンの公用語はゾンカ語と英語で
す。学校では、国語はゾンカ語で、それ以
外の授業は英語で教えられているため、英
語が堪能な人が多いそうです。ゾンカ語で

「こんにちは」は「クズザンポーラ」です。
ぜひ覚えてみてください。
　そのほか、国内では、18ほどの言語が話
されています。多様な言語が遺されている
のは、厳しい地勢が人々の頻繁な交流をは
ばんできたことが影響しているのかもしれ
ません。 問政策課　☎内線205

子
ど
も
の
食
事
と
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
と
は
？

　
特
定
の
食
物
に
含
ま
れ
る
「
ア
レ

ル
ゲ
ン
」
に
対
す
る
免
疫
の
過
剰
な

反
応
に
よ
り
、
皮
膚
、
粘
膜
、
消
化

器
、
呼
吸
器
な
ど
に
様
々
な
症
状
を

起
こ
し
ま
す
。

　
特
定
の
食
物
を
食
べ
る
と
、
か
ゆ

く
な
っ
た
り
、
体
調
が
悪
く
な
っ
た

り
す
る
と
い
う
場
合
、
自
己
判
断
せ

ず
に
、
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

妊
娠
中
の
食
事
と
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

　
お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
は
お
母
さ
ん
が

食
べ
た
も
の
か
ら
栄
養
素
を
も
ら
っ

て
成
長
し
ま
す
。
妊
娠
中
は
、
特
に

食
生
活
に
気
を
使
う
も
の
で
す
。

　
基
本
的
に
は
、
お
母
さ
ん
の
食
事

が
原
因
で
、
赤
ち
ゃ
ん
が
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
を
発
症
す
る
こ
と
は
な
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
お
母
さ
ん
の
健

康
と
、
赤
ち
ゃ
ん
の
健
や
か
な
発
育

の
た
め
に
も
、
偏
ら
ず
、
バ
ラ
ン
ス

よ
く
食
べ
ま
し
ょ
う
。

離
乳
食
と
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

　
離
乳
期
は
、
初
め
て
の
食
材
は
少

量
か
ら
食
べ
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。離
乳
食
の
開
始
を
遅
ら
せ
た
り
、

特
定
の
食
材
の
使
用
を
控
え
た
り
す

る
こ
と
は
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
発
症

の
予
防
に
は
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
時
期
に
合
っ
た
食
材
を
食

べ
さ
せ
、
い
ろ
い
ろ
な
味
や
香
り
、

食
感
を
教
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
食
事

　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
と
診
断
さ
れ
る

と
、
原
因
食
物
の
除
去
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
食
物
除
去
に
対
す
る
考
え

方
は
こ
こ
数
年
で
大
き
く
変
わ
り
、

「
疑
い
が
あ
る
食
物
は
除
去
す
る
」

か
ら
「
正
し
い
診
断
に
基
づ
く
必
要

最
小
限
の
食
物
除
去
」
が
基
本
と

な
っ
て
い
ま
す
。
念
の
た
め
と
、
い

ろ
い
ろ
な
食
品
を
除
去
し
て
し
ま
う

と
、
必
要
な
栄
養
素
が
不
足
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
医
師
の
指
示
の

も
と
、
食
物
除
去
を
行
う
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
ま
た
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
と
診
断

さ
れ
て
も
、
成
長
と
と
も
に
食
べ
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
定
期
的
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

ス
キ
ン
ケ
ア
も
忘
れ
ず
に

　
最
近
の
研
究
で
は
、
荒
れ
た
肌
か

ら
食
品
中
の
ア
レ
ル
ゲ
ン
が
体
内
に

入
り
、
ア
レ
ル
ギ
ー
を
引
き
起
こ
す

こ
と
が
わ
か
り
、
乳
児
期
か
ら
の
ス

キ
ン
ケ
ア
が
大
切
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
お
子
さ
ん
の
食
事
に
つ
い
て
、
気

に
な
る
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ

ば
、
い
つ
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
　
小
宮
山

　
☎
内
線
３
１
９

こ
ん
に
ち
は

　栄
養
士
で
す

ブータンって
どんな国？

～国の概要編～
病
後
児
保
育

就
労
と
子
育
て
の
両
立
を
お
手
伝
い

GO TO

東京オリ・パラ
Vol.11

ンピック
リンピック

2020

お
や
つ
の
時
間
♪

　
手
作
り
の
お
や

つ
は
体
調
に
よ
っ

て
栄
養
士
さ
ん
が

調
理
方
法
を
変
え

て
く
れ
ま
す
。
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子育て支援総合センター
（めばえ）からのお知らせ

問・申
子育て支援総合センター
☎（71）3377
休館日　2/3・10・11・17・24
　　　　（日・祝日・年末年始）

※定員がある講座は先着順となります。　 申込み　 定員

　子育て支援総合センターでは、健康に関する講
座を年数回開催しています。病院では聞けなかっ
たことや日ごろ気になっていることを医師や助産
師、看護師の方に直接聞けると好評です。
　今年度最後は『乳幼児の病気とケガの対応』が
テーマです。いざという時に慌てないように、対
処方法や病院にかかるタイミングを学びましょう。
参加をお待ちしています。

　インフルエンザ、ＲＳウィル
ス、嘔吐下痢症・・・様々な感
染症が流行る季節ですね。かか
りにくくするためには予防が大
切です。
　手洗い、うがいをしっかり行
い、また、お子さんの体調の変
化を見逃さないようにしましょ
う。
　小さなお子さんは保護者の方
がしっかり手を洗うことをおす
すめします。２歳くらいになる
と自分でも洗えるようになるの
で「ばいきんバイバイしよう
ね」など、声をかけながら洗う
と遊びと区別ができて、自分か
ら手を洗おうという気持ちにつ
ながります。

東部つどいの広場（保健センター ２階運動指導室）
イベント 対　象 日　程 時　間 備　考

子ども発達相談員
（心理士）の育児相談

未就学児の
保護者 2/6 （水） 11:00～12:00 不要

親子製作 未就学児と
保護者

2/18 （月）以降の
東部つどいの広場

開催日
10:00～15:00 ひなまつりにちなんだ製作を親子で作ってみませんか。不要

東部つどいの広場（生涯学習館 １階研修室）
イベント 対　象 日　程 時　間 備　考

保健師の育児相談 未就学児の
保護者 2/8 （金） 11:00～12:00

不要
お誕生会

未就学児と
保護者

2/15 （金） 11:00～11:30
ママと一緒の
おはなしタイム 2/26 （火） 11:00～11:30 おはなしボランティア「あおむし」によるおはなし会です。不要

親子製作
2/18 （月）以降の
東部つどいの広場

開催日
10:00～15:00 ひなまつりにちなんだ製作を親子で作ってみませんか。不要

子育て支援総合センター（めばえ）
イベント 対　象 日　程 時　間 備　考

保健師の育児相談 未就学児の
保護者 2/4 （月） 11:00～12:00 お子さんの発育や発達で心配なことをお気軽にご相談ください。不要

ママと一緒の
おはなしタイム 未就学児と

保護者

2/5 （火）
11:00～11:30

おはなしボランティア「まめの木」によるおはなし会です。
不要

お誕生会 2/13 （水）
出し物：パネルシアター「コンコンクシャンのうた」
プレゼント：バースデーカード（お子さんの手形を押して）
不要

子ども発達相談員
（心理士）の育児相談

未就学児の
保護者 2/20 （水） 10:00～11:00 お子さんの発育や発達で心配なことをお気軽にご相談ください。不要

親子製作 未就学児と
保護者

2/18 （月）　
～3/2 （土） 10:00～15:00 ひなまつりにちなんだ製作を親子で作ってみませんか。不要

子育て講座
「親子で楽しもう
リトミック」

6か月～12か
月の乳幼児と
保護者

2/26 （火）
3/12 （火）

※2回で１コース

10:00～10:30 様々なリズムに合わせて親子で身体を動かします。いろいろな楽器の振動にも触れ、耳や体で音を感じましょう。
各15組　講師：槇　久美子氏　小林　晴奈氏
2/12（火）～１歳～未就園

児と保護者 10:45～11:30
健康に関する子育て講座
「乳幼児の病気とケガの
対応」

未就学児の
保護者 3/4 （月） 10:00～11:30

いざという時に慌てないように対処方法や病院にかかるタイ
ミングを学びましょう。 20名　講師：東海大学医学部付
属大磯病院　看護師　矢田　絵梨香氏　 2/4（月）～

しっかり手を洗おう！

１. 泡立てる
２. 手の甲を洗う
３. 指の間を洗う
４. 親指を洗う
５. 爪を洗う
６. 手首を洗う６月の様子です。
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 講座・催し
鴫立庵２月のイベント

○小さなお雛様づくり
２月10日（日）10時～16時

講師並木　安代氏　
先着20人（要予約）
1,000円（入庵料、材料費込）

○鴫立寄席
２月９日（土）13時30分開演　

演目「饅頭こわい」「幾代餅」「蜘蛛駕籠」
演者桂　三十助 、゙三遊亭　恋生、
三笑亭　空巣
40人（予約優先）
500円（入庵料込）

○片瀬こま大会
２月16日（土）10時～正午

講師片瀬こま保存会　
対象小学生以上
300円（入庵料込）※付き添いは別途

入庵料　※荒天時は中止

○座禅
２月16日（土）13時30分～14時30分

講師豊田　素道氏（慶林寺住職）
10人（要予約）
500円（入庵料込）

○写経
２月23日（土）13時30分～15時30分

講師佐々木　義正氏（妙大寺住職）
10人（要予約）　
1,200円（入庵料込）　
書道セット

○伝筆（つてふで）教室　　
２月18日（月）10時30分～正午、

24日（日）10時30分～正午　　　　　
講師宮前　礼子氏
対象中学生以上　 20人（要予約）
3,500円（入庵料、材料費込み）

※２回目以降は別途材料費　　

・ 鴫立庵　☎（61）6926

七賢堂特別開扉

　七賢堂の扉を期間限定で開扉し、堂
内をご覧いただくことができます。
２月９日（土）～11日（月・祝）10時～

16時　
旧吉田茂邸地区七賢堂
・ 大磯城山公園　☎（61）0355

伝統料理教室　ひとの「わ」

２月22日（金）10時～正午
保健センター１階保健指導室

内容お花見弁当
先着20人
500円（材料費、保険代）
エプロン、三角巾、手ふきタオル、

筆記用具
２月15日（金）

その他ボランティアによるお子さんの
見守りあり（要予約）

・ スポーツ健康課　☎内線319

生涯学習サロンⅢ
たのしい不思議ハーモニカ世界

　手持ちのハーモニカでアンサンブル
を楽しみませんか。初心者も歓迎！
３月４日、11日、18日（月）３回とも

14時～16時
生涯学習館研修室

講師佐野　清彦氏（作曲家、鎌倉NPO
地球音楽園音楽芸術監督）
対象町内在住在勤の方
各20人　
ハーモニカ

その他１回のみの参加も可。
２月４日（月）から電話またはEメー

ル（名前、住所、電話番号を明記）ホー
ムページからの申込も可。

・ 生涯学習課　☎内線329
*kouza@town.oiso.kanagawa.jp

第２回　城山学習講座
日本庭園勉強会
２月10日（日）13時～16時（雨天決行）
旧吉田茂邸地区管理休憩棟

講師野村　勘治氏（庭園研究家、野村
庭園研究所代表）
内容「謡曲と庭園」徳川家戦勝記念の
庭名古屋城二の丸庭園と大名庭園の小
石川後楽園を取り上げます。
先着40人　
・ 大磯城山公園　☎（61）0355

国府小学校音楽クラブ　
スプリングコンサート
２月23日（土）

13時開場　13時30分開演
国府小学校体育館

内容弦楽クラブ・金管クラブの一年間
の総まとめの演奏会です。
国府小学校　☎（71）0400

こどもの茶道体験教室

　幼稚園年長から小学生を対象に初歩
的な作法を学びます。
３月16日（土）10時～正午
大磯城山公園茶室「城山庵」書院
500円　講師大磯城山公園茶室職員
白い靴下　
先着12人　 ２月25日（月）から
・ 大磯城山公園　☎（61）0355　 

竹細工教室 竹 de おひなさま2019

　公園の間伐した竹やソテツの種子を
使ったおひなさま作りをします。
２月16日（土）午前の部 ９時30分～

11時30分、午後の部 13時～15時
旧吉田茂邸地区管理休憩棟
500円（材料代）

講師大磯城山公園花を育てる会ほか
その他汚れても良い服装　
各回30人
２月１日（金）～13日（水）

※小学校低学年の参加は保護者同伴
・ 大磯城山公園　☎（61）0355

竹 de おひなさま作品写真展

　前回「竹細工教室　竹 de おひなさ
ま」に参加された方々の製作したおひ
なさまの写真を展示します。
２月１日（金）～14日（木）9時30分～

16時
旧三井別邸地区北蔵ギャラリー
・ 大磯城山公園　☎（61）0355

とき
ところ
費用
定員

持ち物
締切り
申込み
問合せ

消防情報ダイヤル ☎（61）5151
消防車の出動情報、休日当番医情報は、こちらで確認してください。 　消防署　☎（61） 091113

日赤健康生活支援短期講習
　～地域で支える認知症～

　認知症の症状や対応を理解し、認知
症の人やその家族を支えていくため
の、知識や支援のしかたを学びます。
２月22日（金）9時30分～11時30分
保健センター２階研修室
講師日本赤十字社神奈川県支部ボラン
ティア指導員
対象町内在住、在勤、在学の方
先着15人
電話またはFAX　※FAXで申込み

の場合は住所、氏名（フリガナ）、生年
月日、電話番号を記載。
２月１日（金）～14日（木）
・ 日赤大磯町分区（福祉課内）　

☎内線303　FAX（61）6002

オストメイト健康相談会

２月24日（日）13時30分～16時30分
ひらつか市民活動センター（ＪＡビ

ルかながわ２Ｆ）
講演医療講演を予定
内容講演、グループ懇談、個別相談、
装具の展示
相談員皮膚・排泄ケア認定看護師を予
定
対象人工肛門・人工膀胱保有者（ストー
マ）の方とその家族及び医療関係者並
びに関心のある方

日本オストミー協会神奈川支部 事
務局　白鳥
☎080（5027）5780　FAX046（291）0239

平成30年度　食品衛生責任者講習会
（全業種）
①２月20日（水）14時～16時

②３月13日（水）14時～16時
両日とも受付13時30分～
①ふれあい会館３階大集会室　②平

塚市中央公民館大ホール
対象大磯町、二宮町、平塚市で食品を
取り扱う施設の食品衛生責任者
筆記用具、食品衛生責任者手帳、受

講票（ホームページより印刷可）。
http://www.pref.kanagawa.jp/
docs/x2p/cnt/f47/p649662.html
直接会場にお越しください。
平塚保健福祉事務所食品衛生課

☎（32）0130　内線231

明治1５0年記念特別企画 Ⅳ　明治の
産業を興し、財閥を創った男たち
３月16日（土）　

９時30分～正午（雨天決行）
受付大磯駅前南広場　９時
コース広場～旧安田善次郎邸～旧岩崎
弥之助邸～山下亀三郎邸跡～旧池田成
彬邸～旧古河市兵衛邸～三井守之助邸
跡～大磯駅　約4.5ｋｍ　 100人（抽選）
500円（保険代、資料代）
往復ハガキに企画名、開催日、住所、

氏名、電話番号、人数（２人まで）明記。
またはホームページからの申込み
２月28日（木）必着
・ 〒255-0003　大磯町大磯995-12

-B　大磯ガイド協会　
☎（73）8590（平日９～17時）  
https://www.oisoguide.com/

 お 知 ら せ
食の安全・安心講座
　～ゲノム操作食品ってなあに？～

　私たちの食、未来の食について考え
てみましょう。
２月19日（火）10時～正午
保健センター２階研修室　　
講師天笠　啓祐氏（科学ジャーナリス
ト）
・ 大磯のくらしを考える連絡会

☎（61）1856　小野

町有地を売却します

　一般競争入札により売却します。詳
細は、財政課窓口または町ホームペー
ジでご確認ください。
入札日２月20日（水）　
売却物件①西小磯805-12（143.77㎡）
②西小磯805-34（143.48㎡）
財政課　☎内線217

日本赤十字救急法救急員
資格継続研修

　この研修を受講することで、さらに
５年間資格を継続できます。
２月24日（日）13時30分～17時30分
ふれあい会館３階大集会室
講師日本赤十字社神奈川県支部指導員
対象救急法救急員の資格を有し、その
期限が１年未満の方　 先着20人
800円（教材費、保険料等）
ハガキに住所、氏名（フリガナ）、生

年月日、電話番号、認定証有効期限、『資
格継続研修希望』と記入、〒255-8555 
大磯町東小磯183 日赤大磯町分区（２
月15日（金）必着）
その他受講決定者には開催１週間前に
案内を郵送します。
町災害救護赤十字奉仕団

☎（61）2577　深瀬

大磯の梅の名所を訪ね、
食事を楽しむ
２月22日（金）（小雨決行）　　
旧吉田茂邸管理休憩棟　　
Ａコース ９時30分、Ｂコース 11時
80人（各40人）
コース旧吉田茂邸・邸内庭園散策～路
線バスで移動～旧島崎藤村邸～地福寺
～大内館（食事）（約３時間30分）
4,500円（保険代ほか）
ハガキに企画名、集合時間（Ａコー

スまたはＢコース）、住所、氏名、電
話番号、人数（２人まで）を明記または、
大磯町観光協会ホームページから
２月９日（土）必着（応募者多数の場

合、抽選）
・ 〒255-0003大磯町大磯878-1

大磯町観光協会　☎（61）3300
http://www.oiso-kankou.or.jp

大磯コミュニティ・カレッジ

３月７日（木）14時30分～16時30分
エリザベス・サンダース・ホーム地

域交流スペース
演目新聞記者の見た長崎からのメッセ
ージ～人類は生き残れるのか。隠れキ
リシタンの歴史・被爆体験が今、語り
かけてくるもの
講師荒井　魏氏（元毎日新聞社編集委
員、日本文化社会学会長）
先着30人　
1,000円（資料代）
・ こみゅにてー・パティオ海鈴　

☎070（3526）7310　富山

女性の健康づくりキャンペーン

　毎年３月１日～８日は女性の健康週
間です。この機会にご自身の健康を見
つめなおしてみませんか。
３月１日（金）10時～正午
保健センター２階研修室
内容骨密度測定、健康相談
その他素足で測定します。脱ぎやすい
靴・靴下でお越しください。
不要
スポーツ健康課　☎内線310

健康マージャン入門講座

　はじめての方も実際にゲームをしな
がら覚えられる講座です。

２月27日～４月17日毎週水曜日（全
８回）13時～15時 

生涯学習館 講習室
4,000円（別途テキスト代2,000円） 
先着32人 
・ 健康マージャン大磯

☎070（6454）8141　青沼

火事と救急
12月の出動状況

消防車… 24件（火災出動１、救助出動２、  その他出動21）
救急車…143件（急病93、交通事故８、一般負傷28、その他14）
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 講座・催し
鴫立庵２月のイベント

○小さなお雛様づくり
２月10日（日）10時～16時

講師並木　安代氏　
先着20人（要予約）
1,000円（入庵料、材料費込）

○鴫立寄席
２月９日（土）13時30分開演　

演目「饅頭こわい」「幾代餅」「蜘蛛駕籠」
演者桂　三十助 、゙三遊亭　恋生、
三笑亭　空巣
40人（予約優先）
500円（入庵料込）

○片瀬こま大会
２月16日（土）10時～正午

講師片瀬こま保存会　
対象小学生以上
300円（入庵料込）※付き添いは別途

入庵料　※荒天時は中止

○座禅
２月16日（土）13時30分～14時30分

講師豊田　素道氏（慶林寺住職）
10人（要予約）
500円（入庵料込）

○写経
２月23日（土）13時30分～15時30分

講師佐々木　義正氏（妙大寺住職）
10人（要予約）　
1,200円（入庵料込）　
書道セット

○伝筆（つてふで）教室　　
２月18日（月）10時30分～正午、

24日（日）10時30分～正午　　　　　
講師宮前　礼子氏
対象中学生以上　 20人（要予約）
3,500円（入庵料、材料費込み）

※２回目以降は別途材料費　　

・ 鴫立庵　☎（61）6926

七賢堂特別開扉

　七賢堂の扉を期間限定で開扉し、堂
内をご覧いただくことができます。
２月９日（土）～11日（月・祝）10時～

16時　
旧吉田茂邸地区七賢堂
・ 大磯城山公園　☎（61）0355

伝統料理教室　ひとの「わ」

２月22日（金）10時～正午
保健センター１階保健指導室

内容お花見弁当
先着20人
500円（材料費、保険代）
エプロン、三角巾、手ふきタオル、

筆記用具
２月15日（金）

その他ボランティアによるお子さんの
見守りあり（要予約）

・ スポーツ健康課　☎内線319

生涯学習サロンⅢ
たのしい不思議ハーモニカ世界

　手持ちのハーモニカでアンサンブル
を楽しみませんか。初心者も歓迎！
３月４日、11日、18日（月）３回とも

14時～16時
生涯学習館研修室

講師佐野　清彦氏（作曲家、鎌倉NPO
地球音楽園音楽芸術監督）
対象町内在住在勤の方
各20人　
ハーモニカ

その他１回のみの参加も可。
２月４日（月）から電話またはEメー

ル（名前、住所、電話番号を明記）ホー
ムページからの申込も可。

・ 生涯学習課　☎内線329
*kouza@town.oiso.kanagawa.jp

第２回　城山学習講座
日本庭園勉強会
２月10日（日）13時～16時（雨天決行）
旧吉田茂邸地区管理休憩棟

講師野村　勘治氏（庭園研究家、野村
庭園研究所代表）
内容「謡曲と庭園」徳川家戦勝記念の
庭名古屋城二の丸庭園と大名庭園の小
石川後楽園を取り上げます。
先着40人　
・ 大磯城山公園　☎（61）0355

国府小学校音楽クラブ　
スプリングコンサート
２月23日（土）

13時開場　13時30分開演
国府小学校体育館

内容弦楽クラブ・金管クラブの一年間
の総まとめの演奏会です。
国府小学校　☎（71）0400

こどもの茶道体験教室

　幼稚園年長から小学生を対象に初歩
的な作法を学びます。
３月16日（土）10時～正午
大磯城山公園茶室「城山庵」書院
500円　講師大磯城山公園茶室職員
白い靴下　
先着12人　 ２月25日（月）から
・ 大磯城山公園　☎（61）0355　 

竹細工教室 竹 de おひなさま2019

　公園の間伐した竹やソテツの種子を
使ったおひなさま作りをします。
２月16日（土）午前の部 ９時30分～

11時30分、午後の部 13時～15時
旧吉田茂邸地区管理休憩棟
500円（材料代）

講師大磯城山公園花を育てる会ほか
その他汚れても良い服装　
各回30人
２月１日（金）～13日（水）

※小学校低学年の参加は保護者同伴
・ 大磯城山公園　☎（61）0355

竹 de おひなさま作品写真展

　前回「竹細工教室　竹 de おひなさ
ま」に参加された方々の製作したおひ
なさまの写真を展示します。
２月１日（金）～14日（木）9時30分～

16時
旧三井別邸地区北蔵ギャラリー
・ 大磯城山公園　☎（61）0355

とき
ところ
費用
定員

持ち物
締切り
申込み
問合せ

消防情報ダイヤル ☎（61）5151
消防車の出動情報、休日当番医情報は、こちらで確認してください。 　消防署　☎（61） 091113

日赤健康生活支援短期講習
　～地域で支える認知症～

　認知症の症状や対応を理解し、認知
症の人やその家族を支えていくため
の、知識や支援のしかたを学びます。
２月22日（金）9時30分～11時30分
保健センター２階研修室
講師日本赤十字社神奈川県支部ボラン
ティア指導員
対象町内在住、在勤、在学の方
先着15人
電話またはFAX　※FAXで申込み

の場合は住所、氏名（フリガナ）、生年
月日、電話番号を記載。

２月１日（金）～14日（木）
・ 日赤大磯町分区（福祉課内）　

☎内線303　FAX（61）6002

オストメイト健康相談会

２月24日（日）13時30分～16時30分
ひらつか市民活動センター（ＪＡビ

ルかながわ２Ｆ）
講演医療講演を予定
内容講演、グループ懇談、個別相談、
装具の展示
相談員皮膚・排泄ケア認定看護師を予
定
対象人工肛門・人工膀胱保有者（ストー
マ）の方とその家族及び医療関係者並
びに関心のある方

日本オストミー協会神奈川支部 事
務局　白鳥
☎080（5027）5780　FAX046（291）0239

平成30年度　食品衛生責任者講習会
（全業種）
①２月20日（水）14時～16時

②３月13日（水）14時～16時
両日とも受付13時30分～
①ふれあい会館３階大集会室　②平

塚市中央公民館大ホール
対象大磯町、二宮町、平塚市で食品を
取り扱う施設の食品衛生責任者
筆記用具、食品衛生責任者手帳、受

講票（ホームページより印刷可）。
http://www.pref.kanagawa.jp/
docs/x2p/cnt/f47/p649662.html
直接会場にお越しください。
平塚保健福祉事務所食品衛生課

☎（32）0130　内線231

明治1５0年記念特別企画 Ⅳ　明治の
産業を興し、財閥を創った男たち
３月16日（土）　

９時30分～正午（雨天決行）
受付大磯駅前南広場　９時
コース広場～旧安田善次郎邸～旧岩崎
弥之助邸～山下亀三郎邸跡～旧池田成
彬邸～旧古河市兵衛邸～三井守之助邸
跡～大磯駅　約4.5ｋｍ　 100人（抽選）
500円（保険代、資料代）
往復ハガキに企画名、開催日、住所、

氏名、電話番号、人数（２人まで）明記。
またはホームページからの申込み
２月28日（木）必着
・ 〒255-0003　大磯町大磯995-12

-B　大磯ガイド協会　
☎（73）8590（平日９～17時）  
https://www.oisoguide.com/

 お 知 ら せ
食の安全・安心講座
　～ゲノム操作食品ってなあに？～

　私たちの食、未来の食について考え
てみましょう。
２月19日（火）10時～正午
保健センター２階研修室　　
講師天笠　啓祐氏（科学ジャーナリス
ト）
・ 大磯のくらしを考える連絡会

☎（61）1856　小野

町有地を売却します

　一般競争入札により売却します。詳
細は、財政課窓口または町ホームペー
ジでご確認ください。
入札日２月20日（水）　
売却物件①西小磯805-12（143.77㎡）
②西小磯805-34（143.48㎡）
財政課　☎内線217

日本赤十字救急法救急員
資格継続研修

　この研修を受講することで、さらに
５年間資格を継続できます。
２月24日（日）13時30分～17時30分
ふれあい会館３階大集会室
講師日本赤十字社神奈川県支部指導員
対象救急法救急員の資格を有し、その
期限が１年未満の方　 先着20人
800円（教材費、保険料等）
ハガキに住所、氏名（フリガナ）、生

年月日、電話番号、認定証有効期限、『資
格継続研修希望』と記入、〒255-8555 
大磯町東小磯183 日赤大磯町分区（２
月15日（金）必着）
その他受講決定者には開催１週間前に
案内を郵送します。
町災害救護赤十字奉仕団

☎（61）2577　深瀬

大磯の梅の名所を訪ね、
食事を楽しむ
２月22日（金）（小雨決行）　　
旧吉田茂邸管理休憩棟　　
Ａコース ９時30分、Ｂコース 11時
80人（各40人）
コース旧吉田茂邸・邸内庭園散策～路
線バスで移動～旧島崎藤村邸～地福寺
～大内館（食事）（約３時間30分）
4,500円（保険代ほか）
ハガキに企画名、集合時間（Ａコー

スまたはＢコース）、住所、氏名、電
話番号、人数（２人まで）を明記または、
大磯町観光協会ホームページから

２月９日（土）必着（応募者多数の場
合、抽選）
・ 〒255-0003大磯町大磯878-1

大磯町観光協会　☎（61）3300
http://www.oiso-kankou.or.jp

大磯コミュニティ・カレッジ

３月７日（木）14時30分～16時30分
エリザベス・サンダース・ホーム地

域交流スペース
演目新聞記者の見た長崎からのメッセ
ージ～人類は生き残れるのか。隠れキ
リシタンの歴史・被爆体験が今、語り
かけてくるもの
講師荒井　魏氏（元毎日新聞社編集委
員、日本文化社会学会長）
先着30人　
1,000円（資料代）
・ こみゅにてー・パティオ海鈴　

☎070（3526）7310　富山

女性の健康づくりキャンペーン

　毎年３月１日～８日は女性の健康週
間です。この機会にご自身の健康を見
つめなおしてみませんか。
３月１日（金）10時～正午
保健センター２階研修室
内容骨密度測定、健康相談
その他素足で測定します。脱ぎやすい
靴・靴下でお越しください。
不要
スポーツ健康課　☎内線310

健康マージャン入門講座

　はじめての方も実際にゲームをしな
がら覚えられる講座です。

２月27日～４月17日毎週水曜日（全
８回）13時～15時 

生涯学習館 講習室
4,000円（別途テキスト代2,000円） 
先着32人 
・ 健康マージャン大磯

☎070（6454）8141　青沼

火事と救急
12月の出動状況

消防車… 24件（火災出動１、救助出動２、  その他出動21）
救急車…143件（急病93、交通事故８、一般負傷28、その他14）
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第８回 大磯ちびっこ駅伝大会 ＆
親子１kmペアラン
３月21日（木・祝）７時45分～12時30

分　
大磯運動公園
運動しやすい服装と運動靴

○駅伝（1.3㎞×４区）
対象小学生（男女混合チームも可）

３種目40組　合計120組
１チーム　5,000円

○親子ペアラン（１㎞）
対象１ｋｍを走れる未就学児と保護者

100組　200人
１組1,200円（子ども２人1,800円）

大磯運動公園に持参（３月４日（月）
締切）、インターネット申込みサイト

（２月25日（月）締切）
・ 大会事務局　☎0120（846）024

平日10時～17時30分
http://runnet.jp/runtes/

第13回 神奈川県障害者スポーツ大会

競技①ボウリング競技会（知的）
②アーチェリー競技会（身体）　③フラ
イングディスク競技会（身体・知的）
④陸上競技会（身体）　⑤陸上競技会

（知的）　⑥水泳競技会（身体・知的）
対象県内在住（横浜、川崎除く）
13歳以上で、身体障害者手帳・療育手
帳を持つ方。※医師より運動が認めら
れない方は参加できません。

①・②２月25日（月）　③２月18日
（月）　④３月４日（月）　⑤３月11日
（月）　⑥５月20日（月）
その他競技日程、競技場所など、詳し
くはお問合せください。
・  障害福祉センター

☎（73）4530

キッズテニス教室

２月８日、22日（金）の全２回
①15時～15時45分（４～６歳の子ども
とその保護者）
②16時～16時45分（小学１～２年生
の子どもとその保護者）

岩田孝八記念室内競技場
講師神奈中インドアテニススクールイ
ンストラクター
対象町在住、在学で、４歳から小学２
年生の子どもとその保護者

①②各８組（先着順）
１組200円（保険料）当日徴収
動きやすい服装、タオル、飲み物、

上履き　
２月４日（月）
・ スポーツ健康課　☎内線324
気象情報
12月

最高気温 22.5度　最低気温 0.7度　平均気温 9.3度
総雨量 53.5mm

 募　　 　集
米国姉妹都市との交流

○デイトン市への派遣高校生を募集！
７月22日（月）～８月５日（月）（予定）
派遣先米国オハイオ州デイトン市
参加資格町内在住の高校生（新高校１
年生含む）
募集人数２～３人　

12万円
町国際交流協会ホームページにて募

集要項、申込書を配布
３月17日（日）
選考試験３月31日（日）（予定）
①日本語での面接　②簡単な英会話

○ラシン市高校生受入れのホストファ
ミリーを募集
受入期間７月４日（木）～７月18日（木）

（予定）
※１週間単位の受入れも可
対象町内在住の方

４月末頃まで

・ 町国際交流協会事務局
☎090（6003）0422　柳田
http://oiso-sistercity.
wixsite.com/home

大磯学童保育　支援員募集

職種学童保育支援員
内容小学校に通う児童を放課後や休み
の日に保育する仕事です。

大磯学童保育所
①14時～17時30分　②14時～19時　

③８時30分～19時（休校日）
※①②③月曜～土曜の週３～４日
※就業時間及び週所定労働時間日数は
応相談　
時給983円～
・ 町社会福祉協議会　

☎（61）9390

 ス ポ ー ツ
第73回 春季町長杯争奪町民野球大会

４月７日（日）～７月末
大磯運動公園野球場
対象町在住・在勤のチーム
代表者会議・抽選会３月10日（日）
９時30分　生涯学習館
競技トーナメント方式７イニング制
・ 町体育協会野球部　　

☎（61）1401　蔦野

まち歩きガイド公開ワークショップ

　地域ガイド活動の魅力に触れる体験
型セミナーです。

３月２日（土）10時～12時30分
ふれあい会館２階
内容町の歴史や自然、町歩きガイドに
関する資料の展示とレクチャー、大磯
駅周辺のプチガイドツアーへの参加。
対象ガイド活動に興味がある方

大磯ガイド協会　☎（73）8590（平日９～
17時）https://www.oisoguide.com/

空き家対策

　空き家を予防する特例措置には、適
用に期限が定められていますので、早
めに検討しましょう。

○譲渡所得3,000万円特別控除について
　被相続人が独居であり相続人が相続
した家屋等を売却した場合、一定の要
件を満たせば、譲渡所得の金額から最
高3,000万円まで特別控除が適用され
る場合があります。
要件①昭和56年５月31日以前に建築さ
れた家屋であること。②相続開始の直
前において独居であったこと。③相続
により取得した家屋等であること。④
相続の時から譲渡の時まで、貸付・居
住で用いられていなかったこと。⑤相
続の開始日から３年を経過する日の属
する年の12月31日までに譲渡されてい
ること。⑥売買代金が１億円以下であ
ること　適用の期限12月31日まで
その他町が交付する「被相続人居住用
家屋等確認書」が必要になります。事
前に町に連絡してください。

都市計画課　☎内線242

○登録免許税の減免について
　相続により土地を取得した個人が、
登記をしないで死亡した場合の登録免
許税が減免される場合があります。
適用の期間平成33年3月31日まで
詳しくは、電話または法務局のホーム
ページをご確認ください

横浜地方法務局西湘二宮支局
☎0463（70）1102

教育委員会とフリースクール等によ
る不登校相談会

　不登校で悩む児童・生徒や保護者等
を対象に相談会を行います。

２月２日（土）　13時～16時30分
小田原市生涯学習センターけやき
内容不登校を経験した子どもや保護者
による座談会・フリースクール等活動
紹介・個別相談等

県教育委員会子ども教育支援課　
☎045（210）8292

15 防災行政無線で放送した内容を電話で確認できます。

防災行政無線ダイヤル 　　　　　　　　　 　 発
はっ

  災
さい

　　O I S O
☎ 0120（83）0150

　危機管理課　☎内線241

　犯罪者は見ら
れることを嫌い
ます。暗がりを
少なくすること
で、夜間の犯罪
を減らすことが
できます。帰宅
後もできるだけ長く門灯や玄関灯
を点灯し、地域の防犯活動にご協
力ください。
　ソーラー式ライトや動きを感知
して点灯するセンサーライトを設
置すると、経済的に防犯効果を高
められます。隣近所で一門一灯運
動を展開し、相乗効果で犯罪者を
寄せつけない、安全で安心なまち
づくりを推進しましょう。

町民課　☎内線237

地域の防犯は家庭から
一門一灯にご協力を！

会議開催のお知らせ
教育委員会定例会
　２月21日（木）９時30分～
　保健センター１階　運動指導室
学校教育課　☎内線328
農業委員会総会
　２月2５日（月）13時30分～
　役場本庁舎　４階第２委員会室
農業委員会　☎内線3５8
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日 時　間 会　場 テーマ

４日（月）　 10:00～11:30 ふれあい会館 認知症予防は認知症を知ることから

８日（金） 13:30～15:00 東町福祉館 正しい運動を知る３回シリーズ②
～身体も心も気持ちよくなる運動～

12日（火） 10:00～11:30 馬場老人憩の家 済み慣れた町でいつまでも暮らすために
～地域包括支援センターからの耳寄り情報～

13日（水） 10:00～11:30 寺坂老人憩の家 健康寿命の鍵を握る食べものと食べ方！
～フードモデルを使って管理栄養士がお伝えします～

14日（木） 10:00～11:30 生沢会館 認知症予防は認知症を知ることから

15日（金）
10:00～11:30 西小磯東老人憩の家 老若男女に役立つ！骨粗鬆予防法Ⅱ

～もっと運動編～

13:30～15:00 石神台会館 身体を鍛える！
～年齢にも病気にも負けないための運動～

19日（火） 10:00～11:30 中丸会館 今さら聞けない　薬の疑問をスッキリ解決
～薬剤師による賢い薬局の利用法～

20日（水） 10:00～11:30 山王町常会場 健康寿命の鍵を握る食べものと食べ方！

21日（木）　10:00～11:30 南下町公民館 認知症予防は認知症を知ることから

25日（月）　10:00～11:30 月京会館 老若男女に役立つ！骨粗鬆予防法Ⅱ
～もっと運動編～

相　談　名 相　談　内　容　等 と　　き と　こ　ろ 相談窓口・主管課
行 政 相 談 国の行政機関の業務全般に及ぶ要望や苦情 14日（木） 13時〜16時

（受付15時30分まで）
福祉センター

「さざれ石」
※法律相談の予約は
　毎月1日からです。
　（1日が土・日・祝の場合は、
　翌日または翌々日）
※駐車場利用不可

町民課
☎（61）4100
内線237

人 権 相 談 憲法で保障されている人権への侵害に関する相談 21日（木）

法 律 相 談 相続・離婚・金銭貸借・暴力傷害・債権・債務等、 
日常生活の中の法律的な問題

14日（木）、21日（木）13時〜16時
（予約制１回30分以内）

消 費 生 活 相 談 物品、サービス等の契約に関するトラブル、
解約手続き、商品や訪問販売に関する苦情等

月〜金　９時30分〜16時 平塚市消費生活センター
☎（21）7530　※無料の駐車場はありません。

月〜金　９時30分〜19時 かながわ中央消費生活センター
☎045（311）0999土日祝　９時30分〜16時30分

電 話 教 育 相 談 不登校・いじめ等　電話・来所相談
対象…児童・生徒と保護者

毎週月曜日〜金曜日
９時〜正午/13時〜16時30分

大磯町教育研究所　教育相談窓口
☎（60）3670

こころの健康相談
心の悩みや病気でお困りの方やご家族を対象
として精神科医による相談または家庭訪問を
実施します

お問合せください。
５日（火）、12日（火）、19日（火）
13時30分〜16時30分（予約制） 平塚保健福祉事務所保健予防課

☎（32）0130　内線272
もの忘れ・認知症相談 認知症の治療や対応の仕方について専門医に

よる相談または家庭訪問を実施します
お問合せください。
20日（水）13時30分〜16時30分
（予約制）

児 童 虐 待 相 談 児童虐待に関する相談 毎週月曜日〜金曜日
８時30分〜17時15分

児童虐待相談ホットライン　☎（70）1065
高齢者総合相談 高齢者に関する相談 地域包括支援センター　☎（61）9966

障がい者虐待相談 障がい者虐待に関する相談
毎週月曜日〜土曜日
８時30分〜17時15分 障害福祉センター　☎（73）4530

日曜・祝日・夜間【17時15分〜
８時30分】 大磯町役場　☎（61）4100

心 の 保 健 相 談 心の悩みや病気で困っている方の
社会参加・社会復帰支援の相談

毎週水曜日、第１第３土曜日
13時30分〜15時（予約制） 障害福祉センター　☎（73）4530

※祝日及び年末年始は相談を実施していません。また、かながわ中央消費生活センターは、休館日がございます。詳しくは電話にてお問合せください。

相談の案内［2月］
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第８回 大磯ちびっこ駅伝大会 ＆
親子１kmペアラン
３月21日（木・祝）７時45分～12時30

分　
大磯運動公園
運動しやすい服装と運動靴

○駅伝（1.3㎞×４区）
対象小学生（男女混合チームも可）

３種目40組　合計120組
１チーム　5,000円

○親子ペアラン（１㎞）
対象１ｋｍを走れる未就学児と保護者

100組　200人
１組1,200円（子ども２人1,800円）

大磯運動公園に持参（３月４日（月）
締切）、インターネット申込みサイト

（２月25日（月）締切）
・ 大会事務局　☎0120（846）024

平日10時～17時30分
http://runnet.jp/runtes/

第13回 神奈川県障害者スポーツ大会

競技①ボウリング競技会（知的）
②アーチェリー競技会（身体）　③フラ
イングディスク競技会（身体・知的）
④陸上競技会（身体）　⑤陸上競技会

（知的）　⑥水泳競技会（身体・知的）
対象県内在住（横浜、川崎除く）
13歳以上で、身体障害者手帳・療育手
帳を持つ方。※医師より運動が認めら
れない方は参加できません。

①・②２月25日（月）　③２月18日
（月）　④３月４日（月）　⑤３月11日
（月）　⑥５月20日（月）
その他競技日程、競技場所など、詳し
くはお問合せください。
・  障害福祉センター

☎（73）4530

キッズテニス教室

２月８日、22日（金）の全２回
①15時～15時45分（４～６歳の子ども
とその保護者）
②16時～16時45分（小学１～２年生
の子どもとその保護者）

岩田孝八記念室内競技場
講師神奈中インドアテニススクールイ
ンストラクター
対象町在住、在学で、４歳から小学２
年生の子どもとその保護者

①②各８組（先着順）
１組200円（保険料）当日徴収
動きやすい服装、タオル、飲み物、

上履き　
２月４日（月）
・ スポーツ健康課　☎内線324
気象情報
12月

最高気温 22.5度　最低気温 0.7度　平均気温 9.3度
総雨量 53.5mm

 募　　 　集
米国姉妹都市との交流

○デイトン市への派遣高校生を募集！
７月22日（月）～８月５日（月）（予定）
派遣先米国オハイオ州デイトン市
参加資格町内在住の高校生（新高校１
年生含む）
募集人数２～３人　

12万円
町国際交流協会ホームページにて募

集要項、申込書を配布
３月17日（日）
選考試験３月31日（日）（予定）
①日本語での面接　②簡単な英会話

○ラシン市高校生受入れのホストファ
ミリーを募集
受入期間７月４日（木）～７月18日（木）

（予定）
※１週間単位の受入れも可
対象町内在住の方

４月末頃まで

・ 町国際交流協会事務局
☎090（6003）0422　柳田
http://oiso-sistercity.
wixsite.com/home

大磯学童保育　支援員募集

職種学童保育支援員
内容小学校に通う児童を放課後や休み
の日に保育する仕事です。

大磯学童保育所
①14時～17時30分　②14時～19時　

③８時30分～19時（休校日）
※①②③月曜～土曜の週３～４日
※就業時間及び週所定労働時間日数は
応相談　
時給983円～
・ 町社会福祉協議会　

☎（61）9390

 ス ポ ー ツ
第73回 春季町長杯争奪町民野球大会

４月７日（日）～７月末
大磯運動公園野球場
対象町在住・在勤のチーム
代表者会議・抽選会３月10日（日）
９時30分　生涯学習館
競技トーナメント方式７イニング制
・ 町体育協会野球部　　

☎（61）1401　蔦野

まち歩きガイド公開ワークショップ

　地域ガイド活動の魅力に触れる体験
型セミナーです。

３月２日（土）10時～12時30分
ふれあい会館２階
内容町の歴史や自然、町歩きガイドに
関する資料の展示とレクチャー、大磯
駅周辺のプチガイドツアーへの参加。
対象ガイド活動に興味がある方

大磯ガイド協会　☎（73）8590（平日９～
17時）https://www.oisoguide.com/

空き家対策

　空き家を予防する特例措置には、適
用に期限が定められていますので、早
めに検討しましょう。

○譲渡所得3,000万円特別控除について
　被相続人が独居であり相続人が相続
した家屋等を売却した場合、一定の要
件を満たせば、譲渡所得の金額から最
高3,000万円まで特別控除が適用され
る場合があります。
要件①昭和56年５月31日以前に建築さ
れた家屋であること。②相続開始の直
前において独居であったこと。③相続
により取得した家屋等であること。④
相続の時から譲渡の時まで、貸付・居
住で用いられていなかったこと。⑤相
続の開始日から３年を経過する日の属
する年の12月31日までに譲渡されてい
ること。⑥売買代金が１億円以下であ
ること　適用の期限12月31日まで
その他町が交付する「被相続人居住用
家屋等確認書」が必要になります。事
前に町に連絡してください。

都市計画課　☎内線242

○登録免許税の減免について
　相続により土地を取得した個人が、
登記をしないで死亡した場合の登録免
許税が減免される場合があります。
適用の期間平成33年3月31日まで
詳しくは、電話または法務局のホーム
ページをご確認ください

横浜地方法務局西湘二宮支局
☎0463（70）1102

教育委員会とフリースクール等によ
る不登校相談会

　不登校で悩む児童・生徒や保護者等
を対象に相談会を行います。

２月２日（土）　13時～16時30分
小田原市生涯学習センターけやき
内容不登校を経験した子どもや保護者
による座談会・フリースクール等活動
紹介・個別相談等

県教育委員会子ども教育支援課　
☎045（210）8292

15 防災行政無線で放送した内容を電話で確認できます。

防災行政無線ダイヤル 　　　　　　　　　 　 発
はっ

  災
さい

　　O I S O
☎ 0120（83）0150

　危機管理課　☎内線241

　犯罪者は見ら
れることを嫌い
ます。暗がりを
少なくすること
で、夜間の犯罪
を減らすことが
できます。帰宅
後もできるだけ長く門灯や玄関灯
を点灯し、地域の防犯活動にご協
力ください。
　ソーラー式ライトや動きを感知
して点灯するセンサーライトを設
置すると、経済的に防犯効果を高
められます。隣近所で一門一灯運
動を展開し、相乗効果で犯罪者を
寄せつけない、安全で安心なまち
づくりを推進しましょう。

町民課　☎内線237

地域の防犯は家庭から
一門一灯にご協力を！

会議開催のお知らせ
教育委員会定例会
　２月21日（木）９時30分～
　保健センター１階　運動指導室
学校教育課　☎内線328
農業委員会総会
　２月2５日（月）13時30分～
　役場本庁舎　４階第２委員会室
農業委員会　☎内線3５8

今
月
の
短
歌

〜2月の“おあしす”開催日程のお知らせ〜

問スポーツ健康課　☎内線310
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日 時　間 会　場 テーマ

４日（月）　 10:00～11:30 ふれあい会館 認知症予防は認知症を知ることから

８日（金） 13:30～15:00 東町福祉館 正しい運動を知る３回シリーズ②
～身体も心も気持ちよくなる運動～

12日（火） 10:00～11:30 馬場老人憩の家 済み慣れた町でいつまでも暮らすために
～地域包括支援センターからの耳寄り情報～

13日（水） 10:00～11:30 寺坂老人憩の家 健康寿命の鍵を握る食べものと食べ方！
～フードモデルを使って管理栄養士がお伝えします～

14日（木） 10:00～11:30 生沢会館 認知症予防は認知症を知ることから

15日（金）
10:00～11:30 西小磯東老人憩の家 老若男女に役立つ！骨粗鬆予防法Ⅱ

～もっと運動編～

13:30～15:00 石神台会館 身体を鍛える！
～年齢にも病気にも負けないための運動～

19日（火） 10:00～11:30 中丸会館 今さら聞けない　薬の疑問をスッキリ解決
～薬剤師による賢い薬局の利用法～

20日（水） 10:00～11:30 山王町常会場 健康寿命の鍵を握る食べものと食べ方！

21日（木）　10:00～11:30 南下町公民館 認知症予防は認知症を知ることから

25日（月）　10:00～11:30 月京会館 老若男女に役立つ！骨粗鬆予防法Ⅱ
～もっと運動編～

相　談　名 相　談　内　容　等 と　　き と　こ　ろ 相談窓口・主管課
行 政 相 談 国の行政機関の業務全般に及ぶ要望や苦情 14日（木） 13時〜16時

（受付15時30分まで）
福祉センター

「さざれ石」
※法律相談の予約は
　毎月1日からです。
　（1日が土・日・祝の場合は、
　翌日または翌々日）
※駐車場利用不可

町民課
☎（61）4100
内線237

人 権 相 談 憲法で保障されている人権への侵害に関する相談 21日（木）

法 律 相 談 相続・離婚・金銭貸借・暴力傷害・債権・債務等、 
日常生活の中の法律的な問題

14日（木）、21日（木）13時〜16時
（予約制１回30分以内）

消 費 生 活 相 談 物品、サービス等の契約に関するトラブル、
解約手続き、商品や訪問販売に関する苦情等

月〜金　９時30分〜16時 平塚市消費生活センター
☎（21）7530　※無料の駐車場はありません。

月〜金　９時30分〜19時 かながわ中央消費生活センター
☎045（311）0999土日祝　９時30分〜16時30分

電 話 教 育 相 談 不登校・いじめ等　電話・来所相談
対象…児童・生徒と保護者

毎週月曜日〜金曜日
９時〜正午/13時〜16時30分

大磯町教育研究所　教育相談窓口
☎（60）3670

こころの健康相談
心の悩みや病気でお困りの方やご家族を対象
として精神科医による相談または家庭訪問を
実施します

お問合せください。
５日（火）、12日（火）、19日（火）
13時30分〜16時30分（予約制） 平塚保健福祉事務所保健予防課

☎（32）0130　内線272
もの忘れ・認知症相談 認知症の治療や対応の仕方について専門医に

よる相談または家庭訪問を実施します
お問合せください。
20日（水）13時30分〜16時30分
（予約制）

児 童 虐 待 相 談 児童虐待に関する相談 毎週月曜日〜金曜日
８時30分〜17時15分

児童虐待相談ホットライン　☎（70）1065
高齢者総合相談 高齢者に関する相談 地域包括支援センター　☎（61）9966

障がい者虐待相談 障がい者虐待に関する相談
毎週月曜日〜土曜日
８時30分〜17時15分 障害福祉センター　☎（73）4530

日曜・祝日・夜間【17時15分〜
８時30分】 大磯町役場　☎（61）4100

心 の 保 健 相 談 心の悩みや病気で困っている方の
社会参加・社会復帰支援の相談

毎週水曜日、第１第３土曜日
13時30分〜15時（予約制） 障害福祉センター　☎（73）4530

※祝日及び年末年始は相談を実施していません。また、かながわ中央消費生活センターは、休館日がございます。詳しくは電話にてお問合せください。

相談の案内［2月］
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a.jp/ 町の人口と世帯
１月１日現在

人口 31,412（−13） 男 15,337（−13） 女 16,075（±0）
世帯 12,596（−4）　（　）は前月比

①初日の出
� （1/1　こゆるぎの浜　伊福さん撮影）
②寒中神輿
� （1/1　北浜海岸　上田さん撮影）
③ダルマ市
� （12/24　愛宕神社　木原さん撮影）
④初詣
� （1/3　六所神社　杉崎さん撮影）
⑤出初式
� （1/6　運動公園　高田さん撮影）

①

⑤③

②

④

わが家のアイドル
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月
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亮
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佑
すけ

くん（２歳）

２歳になってますます食べる
ことが大好き！大磯市で大き
なおにぎりをパクリ！

最近やんちゃさが増してきたけれ
ど、大好きなねぇねと仲良く遊ぶ
様子には癒されるばかりです。

　このコーナーに登場してくれる
お子さんを募集しています！

問政策課 ☎内線206
koho@town.oiso.kanagawa.jp

【対象】１〜３歳児
①お子さまのお名前
②生年月日
③住所　④電話番号
⑤保護者の方のお名前
⑥続柄（長男・長女など）
⑦コメント（50文字以内）
をご記入の上、写真の画像を
お送りください。

みんなでつくろう！

レバーのかりん揚げ
国府保育園で人気のレシピをご紹介♪

問スポーツ健康課 ☎内線319

作 り 方
① �豚レバーは食べやすい大きさに切り、
流水につけて血抜きする。

② �①をすりおろしたしょうが、しょうゆ
に漬けてよくもみ、冷蔵庫で30分ほど
おく。

③ �水気を切った②に片栗粉をまぶし、油
で揚げる。

④ �Ａを混ぜ合わせてタレをつくり、③を
からめる。

材 料（4人分）

豚レバー� 50ｇ
しょうが� １片
しょうゆ� 小さじ１
片栗粉� 大さじ２
揚げ油� 適量
　　ケチャップ� 大さじ１
　　砂糖� 小さじ1/2
Ａ｛

16

見やすいユニバーサルデザインフォントを
採用しています。




